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史
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未
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野

は
じ
め
に

本
稿
は
、
英
詩
の
一
種
で
あ
る
キ
ャ
ロ
ル
を
収
め
た
写
本
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ボ
I
ド
リ
ア
ン
図
書
館
所
蔵
宮
∞
・
開
口
忠
岱

H
5
2弓

己
(
以
後
本
稿
で
は
己
写
本
と
略
記
)
を
史
科
学
的
に
分
析
し
、
十
五
世
紀
に
作
成
さ
れ
た
類
似
の
写
本
群
の
中
に
お
け
る
位
置
を
再
検
討

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

。・
H

写
本
は
主
に
英
語
で
書
か
れ
た
七
六
の
詩
・
キ
ャ
ロ
ル
か
ら
な
る
十
五
世
紀
後
半
の
写
本
で
、
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
前
半
に
か
け

(BEω
可
巳
)
写
本
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
の
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
(
吟
遊
詩
人
・
芸
人
)
に
よ
っ
て

て
「
ミ
ン
ス
ト
レ
ル

歌
わ
れ
た
キ
ャ
ロ
ル
が
記
録
さ
れ
た
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
と
の
関
わ
り
が
疑
問
視
さ

れ
た
結
果
、
現
在
己
写
本
は
「
キ
ャ
ロ
ル
写
本
」
、
「
キ
ャ
ロ
ル
集
」
、
「
ソ
ン
グ
・
ブ
ッ
ク
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、

J
・
ボ
フ
ィ

l
と
J
・
ト
ン
プ
ソ
ン
は
、
十
五
世
紀
の
写
本
文
化
に
お
け
る
「
一
つ
の
注
目
す
べ
き
革
新
は
、
詩
集
(
吉
B
q

(
4
)
 

の
登
場
で
あ
る
」
と
述
べ
、
チ
ョ

l
サ
ー
や
リ
ド
ゲ
イ
ト
な
ど
の
作
品
を
収
め
た
写
本
群
の
登
場
を
例
に
挙
げ
た
。

日)。otnm
凶一。。
--ontoロ
ω)

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
写
本
群
の
中
に
お
い
て
、

0

・H

写
本
を
、
「
実
用
的
な
」
性
格
を
持
つ
キ
ャ
ロ
ル
集
で
あ
る
と
位
置
付
け
た
。
己
写
本
に
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は
ほ
と
ん
ど
挿
絵
が
な
く
、
三
篇
の
キ
ャ
ロ
ル
・
詩
に
は
楽
譜
が
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歌
い
手
が
、
見
て
歌
う
た
め
の
写
本
で
あ
っ
た
と

(
5
)
 

考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
己
写
本
に
関
し
て
は
、
写
本
の
作
成
過
程
や
、
写
本
作
成
者
の
意
図
は
、

ほ
と
ん
ど
考
察
さ
れ
な
い
ま
ま
、
収
め
ら
れ

た
個
々
の
詩
・
キ
ャ
ロ
ル
を
、
文
学
的
に
扱
う
研
究
が
大
部
分
を
占
め
て
き
て
お
り
、
史
料
批
判
は
十
分
に
な
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。

し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、

0

・H

写
本
に
収
め
ら
れ
た
キ
ャ
ロ
ル
・
テ
ク
ス
ト
を
歴
史
学
の
史
料
と
し
て
用
い
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
当
該
写

本
の
史
料
学
的
特
徴
・
内
容
構
成
を
検
討
し
た
上
で
、
十
五
世
紀
の
類
似
の
写
本
群
と
の
比
較
を
行
う
口
こ
の
よ
う
な
史
料
批
判
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
初
め
て
、
当
該
写
本
の
作
成
者
や
作
成
意
図
に
つ
い
て
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
そ
れ
が
テ
ク
ス
ト
分
析
の
前
提
と
な
る
と

考
え
る
た
め
で
あ
る
。

本
稿
は
三
章
か
ら
な
る
。
ま
ず
、
本
論
に
入
る
前
に
、
当
該
写
本
を
形
成
し
た
要
素
で
あ
る
、
キ
ャ
ロ
ル
に
つ
い
て
説
明
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
第
一
章
で
は
、
十
五
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
キ
ャ
ロ
ル
に
つ
い
て
、
主
に
英
文
学
研
究
の
成
果
を
も
と
に
、
歌

い
手
、
歌
わ
れ
た
場
、
キ
ャ
ロ
ル
が
収
め
ら
れ
た
写
本
群
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
続
く
第
二
章
に
お
い
て
、
ま
ず
、
己
写
本
の
史
料
と
し
て

の
体
裁
、
来
歴
に
関
す
る
先
行
研
究
を
整
理
、
そ
の
上
で
、
改
め
て
当
該
写
本
の
内
容
構
成
を
分
析
、
当
該
写
本
の
作
成
過
程
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
る
。
そ
し
て
、
第
三
章
に
お
い
て
、
。
・
H

写
本
に
収
め
ら
れ
た
キ
ャ
ロ
ル
と
同
じ
キ
ャ
ロ
ル
を
複
数
収
め
た
同
時
代
の
四
写
本
と
の
比

較
を
行
う
。
以
上
の
比
較
分
析
を
通
し
て
、
当
該
写
本
の
作
成
者
・
作
成
意
図
に
関
わ
る
特
徴
を
明
確
化
し
た
い
。

第
一
章

十
五
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
キ
ャ
ロ
ル

第
一
節

キ
ャ
ロ
ル
と
は
何
か
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キ
ャ
ロ
ル

g
g
-は
、
古
フ
ラ
ン
ス
語

gg-oか
ら
派
生
し
た
語
で
あ
る
と
一
言
わ
れ
る
。
古
フ
ラ
ン
ス
語

25-oは
、
輪
に
な
っ
て
踊
る

ン
グ
・
ダ
ン
ス
」
を
意
味
す
る
語
で
あ
っ
た
。
英
語
キ
ャ
ロ
ル
は
、
十
四
世
紀
以
降
、
英
語
に
よ
る
文
学
作
品
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
、

た
と
え
ば
チ
ョ

l
サ
l
の
作
品
中
で
は
、
歌
や
踊
り
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
「
キ
ャ
ロ
ル
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
す
る
。
十
五
世
紀
に
な
る
と
、

キ
ャ
ロ
ル
は
必
ず
し
も
踊
り
と
は
組
み
合
わ
さ
れ
ず
、
「
歌
」
と
し
て
史
料
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
口
た
と
え
ば
、
十
五
世
紀
前
半
の
写
本

に
残
る
キ
ャ
ロ
ル
に
は
、
「
あ
な
た
に
願
う
、
多
か
れ
少
な
か
れ
/
こ
の
キ
ャ
ロ
ル
を
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
歌
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ

が
あ
る
。
こ
こ
で
、
キ
ャ
ロ
ル
は
単
に
「
歌
」
を
意
味
す
る
言
葉
に
な
っ
て
い
る
。

(
叩
)

中
世
の
キ
ャ
ロ
ル
に
つ
い
て
の
代
表
的
著
作
は
、
英
文
学
者
R
・
L
・
グ
リ
ー
ン
の
豆
町
同
ミ
守
岡
高
白
骨
骨
内
む
さ
な
で
あ
る
。
こ
の
研
究
で
グ

リ
l
ン
は
、
十
四

1
十
六
世
紀
の
約
百
の
写
本
群
に
収
め
ら
れ
た
、
お
よ
そ
四
七

O
篇
の
英
語
キ
ャ
ロ
ル
に
詳
細
な
注
を
付
し
た
。
そ
れ
ら
キ

ャ
ロ
ル
を
収
め
た
写
本
群
の
大
半
が
十
五
世
紀
に
作
成
さ
れ
た
写
本
で
あ
る
た
め
、
文
学
史
上
で
は
、
十
五
世
紀
に
お
け
る
英
詩
の
発
展
の
一

要
素
と
し
て
、
キ
ャ
ロ
ル
の
登
場
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

現
在
で
は
一
般
に
、
中
世
の
キ
ャ
ロ
ル
と
は
、
押
韻
を
踏
む
複
数
の
節
か
ら
な
る
英
詩
の
一
種
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
キ
ャ
ロ
ル
の

特
徴
と
し
て
は
、
第
一
節
が
始
ま
る
前
に
、

一
1
三
行
か
ら
な
る
バ

l
デ
ン

守
口
三

g)
が
あ
り
、
こ
れ
が
各
節
の
終
わ
り
で
も
繰
り
返
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
0

・H

写
本
に
は
、
次
の
よ
う
な
キ
ャ
ロ
ル
が
あ
る
。

[バ

l
デ
ン
]
救
い
た
ま
え
、
王
妃
よ
/
い
つ
く
し
み
深
き
母
よ

[
一
〕
あ
あ
清
き
乙
女
、
慈
悲
ぶ
か
い
人
よ
/
全
て
の
人
聞
に
と
っ
て
あ
な
た
は
慰
め
/
あ
ら
ゆ
る
所
で
、
天
后
で
あ
る
。
/
救
い
た
ま

h

え[
二
]
我
ら
の
安
ら
ぎ
の
た
め
、
あ
な
た
は
子
を
生
ん
だ
/
そ
れ
で
も
罪
に
落
ち
な
か
っ
た
/
マ
リ
ア
、
母
よ
、

(ロ)

い
た
ま
え

柔
和
で
優
美
な
。
/
救

こ
の
キ
ャ
ロ
ル
で
は
、
最
後
の
第
六
節
ま
で
、
「
救
い
た
ま
え
」
と
い
う
バ

l
デ
ン
の
冒
頭
の
フ
レ
ー
ズ
が
節
の
終
わ
り
に
繰
り
返
さ
れ
(
む
o
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こ
れ
が
、

典
型
的
な
キ
ャ
ロ
ル
の
形
式
で
あ
る
。

キ
ャ
ロ
ル
の
主
題
と
し
て
は
、

右
の
例
の
よ
う
に
、

キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
こ
と
が

ま
た
、

最
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

恋
愛
、

女
性
風
刺
、

社
会
風
刺
、

飲
酒
の
楽
し
み
な
ど
も
キ
ャ
ロ
ル
に
は
歌
わ
れ
た
。

0
・H

写
本
に

し
か
し
、

も
、
女
性
風
刺
、

先
に
挙
げ
た
マ
リ
ア
崇
敬
の
キ
ャ
ロ
ル
と
と
も
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、

飲
酒
の
楽
し
み
を
述
べ
る
歌
な
ど
が
、

己
写
本
に
は
、

夫
婦
の
争
い
を
、
次
の
よ
う
に
描
く
キ
ャ
ロ
ル
が
あ
る
。

[バ
l
デ
ン
]

お
ろ
か
な
人
々
よ
。

ヘ
イ
、

ホ
I
。

神
は
あ
な
た
方
を
助
け
て
く
れ
る

[
一
]
あ
る
日
、
争
い
が
起
こ
っ
た
/
年
取
っ
た
男
と
、
彼
の
妻
の
間
で
/
彼
女
は
彼
の
髭
を
つ
か
ん
だ
、
大
変
ひ
ど
く
/
ヘ
イ
、
ホ
l

[
二
]
彼
女
は
大
変
す
ば
や
く
髭
を
つ
か
ん
だ
/
そ
の
た
め
に
彼
の
両
方
の
目
か
ら
涙
が
あ
ふ
れ
出
た
/
ヘ
イ
、
ホ
ー

三
己
戸
口
か
ら
、
彼
は
出
て
行
っ
た
/
彼
は
近
所
の
人
々
に
出
会
っ
た
/
お
隣
さ
ん
、
な
ぜ
泣
い
て
い
る
の
/
ヘ
イ
、
ホ
ー

(
は
)

[
四
]
私
の
家
に
は
煙
が
満
ち
て
い
る
/
中
に
入
っ
て
ご
ら
ん
、
あ
な
た
も
泣
く
だ
ろ
う
/
ヘ
イ
、
ホ
ー

こ
の
よ
う
に
、
世
俗
の
事
柄
を
題
材
に
し
た
キ
ャ
ロ
ル
も
め
-
H

写
本
に
は
収
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
キ
ャ
ロ
ル
は
、
何
が
歌
わ
れ
た
か
と

い
う
内
容
か
ら
は
定
義
さ
れ
え
ず
、
バ

l
デ
ン
を
持
ち
、
押
韻
を
踏
む
節
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
い
う
形
式
か
ら
、
定
義
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
歴
史
学
に
お
い
て
は
、
キ
ャ
ロ
ル
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
、
中
世
後
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
世
俗
の
人
々
の
心
性
を
解
明
す
る
試
み

が
な
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、

E
・
ダ
フ
ィ
l
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
宗
教
改
革
前
夜
に
お
け
る
世
俗
の
人
々
の
宗
教
心
性
を
見
る
一
例
と
し

て
、
英
語
キ
ャ
ロ
ル
を
取
り
上
げ
、
キ
ャ
ロ
ル
に
、
賛
歌
か
ら
引
用
し
た
ラ
テ
ン
語
の
フ
レ
ー
ズ
が
頻
出
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
教
会
に
お
け

(
日
)

る
典
礼
の
一
部
が
、
俗
人
に
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
解
釈
し
た
。
こ
こ
で
は
、
キ
ャ
ロ
ル
が
、
世
俗
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
た

こ
と
が
、
暗
黙
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
キ
ャ
ロ
ル
と
い
う
も
の
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
、
十
分
な
考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
キ
ャ
ロ
ル
と
い
う
も
の
が
、
中
世
後
期
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
場
で
、
ど
の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
見
て
い
き
た
い
。
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第
二
節

キ
ャ
ロ
ル
の
歌
い
手
・
歌
わ
れ
た
場

中
世
後
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
キ
ャ
ロ
ル
の
歌
い
手
と
し
て
は
、
主
に
、
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
と
聖
職
者
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
ま
ず
、
ミ

ン
ス
ト
レ
ル
が
キ
ャ
ロ
ル
を
歌
っ
て
い
た
様
子
は
、
十
五
世
紀
の
ロ
マ
ン
ス
に
描
か
れ
た
、

ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
の
宴
の
描
写
に
、
以
下
の
よ

う
に
出
て
く
る
。

た
め
い
き
を
つ
き
な
が
ら
、
彼
は
聴
い
た
/
様
々
な
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
た
ち
が
、
奏
で
る
音
を
/
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
パ
グ
パ
イ
プ
、
そ
し
て

(
民
)

ク
ラ
リ
オ
ン
/
ハ

l
プ
、
リ
ュ

l
ト
、
そ
し
て
シ
タ

l
ン
(
巳

F
2ロ
)
/
そ
の
ほ
か
の
弦
楽
器
/
多
く
の
キ
ャ
ロ
ル
、
す
ば
ら
し
い
ダ

ン
ス
/
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
歌
を
聴
い
た
/
全
て
の
場
所
で
。
本
当
に
。

こ
こ
で
、
キ
ャ
ロ
ル
は
、
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
の
芸
の
一
種
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
十
六
世
紀
の
例
で
あ
る
が
、
ウ
ス
タ
l
大
聖
堂
付

属
修
道
院
が
、
毎
年
ウ
ス
タ

i
市
の
役
人
た
ち
の
た
め
に
開
い
て
い
た
ク
リ
ス
マ
ス
宴
会
の
会
計
記
録
に
、
一
五
二
七
年
、
「
キ
ャ
ロ
ル
を
歌

う
こ
と
(
に
対
し
て
)
。
そ
し
て
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
に
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
二
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
と
十
六
ペ
ン
ス
が
支
払
わ
れ
た
こ
と
が
記

(
問
)

さ
れ
た
。
同
会
計
記
録
か
ら
は
、
六
月
に
行
わ
れ
た
宴
に
お
い
て
も
、
キ
ャ
ロ
ル
の
歌
い
手
に
支
払
い
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

キ
ャ
ロ
ル
そ
の
も
の
に
も
、
歌
わ
れ
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

一
五

O
O
年
頃
に
作
成
さ
れ
た
写
本
に
残
る
キ
ャ
ロ
ル
に
は
「
こ
こ
に
い

(
初
)

る
人
皆
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ナ
l
で
キ
ャ
ロ
ル
を
歌
う
/
彼
が
歌
わ
な
か
っ
た
ら
、
彼
を
追
い
出
そ
う
/
だ
か
ら
我
々
は
い
つ
も
、
楽
し
い
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
。
以
上
の
例
か
ら
は
、
キ
ャ
ロ
ル
と
い
う
も
の
が
、
人
々
の
集
う
場
、
主
に
祝
宴
に
お
い
て
歌
わ
れ
る
も
の
で
、
歌

い
手
は
、
時
に
は
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
と
同
類
の
世
俗
の
歌
い
手
で
あ
り
、
ま
た
時
に
は
宴
に
参
加
し
た
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
、
聖
職
者
に
よ
っ
て
キ
ャ
ロ
ル
が
歌
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。
現
存
す
る
キ
ャ
ロ
ル
写
本
の
譲
渡
が
行
わ
れ

る
前
の
所
有
者
、
す
な
わ
ち
原
所
有
者
が
聖
職
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
多
い
た
め
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
初
期
の
英
語
キ
ャ
ロ
ル
を
収
め
た
、
十
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四
世
紀
後
半
の
写
本

Z
巳
5
5
-
一F
5
5ミ
え

∞
g
H
E
ロ
門
戸
冨
∞
・
〉
【
同
〈
-
。

2
件。
ω
H
∞・吋
-
N
H
は、

(』。
F
ロ門目。

グ
リ
ム
ス
ト
ー
ン
の
ジ
ョ
ン

。ュ
E
g
Z
5
)
と
い
う
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
修
道
士
に
よ
っ
て
作
成
・
所
有
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
写
本
に
は
、

よ
る
説
教
の
覚
書
き
が
キ
ャ
ロ
ル
と
と
も
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
キ
ャ
ロ
ル
は
説
教
の
合
間
に
用
い
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
写
本

(
幻
)

で
は
、
キ
ャ
ロ
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
付
さ
れ
た
、
教
会
の
祝
日
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
収
め
ら
れ
、
写
本
の
使
用
者
に
と
っ
て
使

ラ
テ
ン
語
山
に

用
し
や
す
い
よ
う
に
編
集
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

に
よ
り
作
成
さ
れ
、
所
有
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
宮
∞
・
開
。
・
H

・
5
に
も
、
賛
歌
の
英
訳
と
と
も
に
キ
ャ
ロ
ル
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
写
本
に
収
め

(
勾
)

ら
れ
た
キ
ャ
ロ
ル
群
も
前
述
の
写
本
と
同
様
、
説
教
で
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
説
教
の
中
で
、
実
際
に
、
ど
の
よ
う

十
五
世
紀
末
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
修
道
士
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ラ
イ
マ
ン

(
Y
5
2
3
1口
出
口
)

る
写
本
、

に
キ
ャ
ロ
ル
が
歌
わ
れ
た
の
か
は
、

明
ら
か
で
は
な
い
。

教
会
に
よ
っ
て
キ
ャ
ロ
ル
本
が
購
入
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
十
六
世
紀
の
記
録
で
あ
る
が
、

一
五
五
三
年
に
五
冊
の
「
キ
ャ
ロ
ル
本

Q
R
o
-
-
5存
)
」
を
購
入
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ン
ド
ン
の
聖
マ
リ
ア
教
会
の
会
計
簿
に
、

ま
た
、
英
文
学
者
R
・
H
・
ロ
ビ
ン
ス
は
、
キ
ャ
ロ
ル
が
、
教
会
に
お
け
る
行
列
用
賛
歌

G
5
2
ω
包。

E
ご
q
Bロ
)
と
し
て
歌
わ
れ
た
と

推
測
し
た
。
そ
の
根
拠
は
、
英
語
に
よ
る
キ
ャ
ロ
ル
に
、
ラ
テ
ン
語
の
行
列
用
賛
歌
か
ら
借
用
し
た
フ
レ
ー
ズ
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
ロ

(
M
)
 

ピ
ン
ス
は
、
賛
歌
と
キ
ャ
ロ
ル
と
の
形
式
の
類
似
も
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
グ
リ
ー
ン
は
、
キ
ャ
ロ
ル
が
行
列
用
賛
歌
と
し
て
使
わ
れ

(
お
)

ロ
ビ
ン
ス
の
説
に
反
論
し
た
。
議
論
は
決
着
を
み
て
い
な
い
。

た
と
い
う
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
と
指
摘
し
、

一
方
、
キ
ャ
ロ
ル
写
本
が
、
聖
職
者
の
手
か
ら
俗
人
の
手
へ
と
渡
っ
た
例
も
確
認
さ
れ
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ボ
l
ド
リ
ア
ン
図
書

館
冨
∞
・
口
。
ロ
わ
ゆ
ω
C
N

は
、
ジ
ョ
ン
・
オ

I
ド
リ
l

(』。
}E
〉
口
弘
m
L
m
H
U
1
)

と
い
、
っ
、

ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
会
修
道
院
の
礼
拝
堂
付
き
司
祭
の
作
っ
た
キ

ャ
ロ
ル
を
収
め
た
十
五
世
紀
前
半
の
写
本
で
あ
る
。
こ
の
写
本
に
は
、
所
有
者
と
し
て
ワ
イ
ア
ッ
ト
(
当
可
巴
同
)
と
い
う
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
の
名

(
お
)

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
写
本
は
、
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
の
名
が
記
さ
れ
た
唯
一
の
写
本
で
あ
る
と
と
も
に
、
聖
職
者
か
ら
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
へ
と
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つ
ま
り
、
中
世
の
キ
ャ
ロ
ル
写
本
の
原
所
有
者
・

(
幻
)

多
い
が
、
キ
ャ
ロ
ル
写
本
の
中
に
は
、
世
俗
の
手
に
渡
る
も
の
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
c

十
六
世
紀
に
な
る
と
、
キ
ャ
ロ
ル
写
本
の
原
所
・
有
者
と
し
て
、
怪
人
が
登
場
す
る
。
十
六
世
記
初
頭
の
ロ
ン
ド
ン
商
人
リ
チ
ャ

l
ド
・
ヒ
ル

(
お
)

の
コ
モ
ン
プ
レ
イ
ス
・
ブ
ッ
ク
(
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ベ
イ
リ
オ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
民
伊

ω忠
)
が
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
時
期
、

印
刷
本
と
し
て
登
場
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
集
も
、
世
俗
の
人
々
の
手
に
渡
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

所
有
者
が
変
避
し
た
こ
と
を
示
す
例
と
な
っ
て
い
る
。

、
聖
戦
者
で
あ
づ
た
場
合
が

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
先
託
研
究
で
は
、
キ
ャ
ロ
ル
は
主
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
祝
日
に
関
連
し
た
祝
宴
、
あ
る
い
は
説
教
に
関
連
し
た

場
で
、
歌
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
中
世
後
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
キ
ャ
口
ル
は
、
世
俗
の
歌
い
手
に
よ

っ
て
も
、
聖
識
者
に
よ
っ
て
も
歌
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

G

つ
ま
り
、
キ
ャ
ロ
ル
は
、
歌
い
手
も
聴
衆
も
特
に
限
定
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
キ
ャ
ロ
ル
写
本
群
の
原
所
有
者
に
は
聖
職
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
現
存
す
る
十
六
世
紀
以
前
の
キ
ャ
ロ
ル
・
テ
ク

ス
ト
の
大
部
分
は
、
襲
職
者
の
手
に
よ
っ
て
作
成
あ
る
い
は
唯
一
削
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
キ
ャ
ロ
ル
は
、
十
五
世
紀
に
お
い
て
は
、
チ
ョ

1
サ
i
や
リ
ド
ゲ
イ
ト
な
ど
の
作
品
群
、
賛
歌
や
説
教
、
奇
跡
物
語
な
ど
と
一
鰭

に
写
本
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
十
六
世
紀
に
な
る
と
、
先
述
の
リ
チ
ャ

l
ド
・
ヒ
ル
の
コ
モ
ン
プ
レ
イ
ス
・

ブ
ッ
ク
に
は
、
キ
ャ
ロ
ル
が
分
類
さ
れ
て
収
め
ら
れ
、

ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
集
が
印
樹
出
版
さ
れ
た
。
十
六
世
紀
に
は
こ
の
よ
う
に
、
キ

ャ
ロ
ル
叡
集
が
意
識
し
て
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
十
五
世
紀
の
段
階
で
、
キ
ャ
ロ
ル
は
他
の
文
学
作
品
な
ど
と
混
在
し
た
形
で
写
本
に
収

め
ら
れ
た
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
中
で
、
。
・
H

写
本
は
、
英
語
キ
ャ
ロ
ル
と
そ
れ
に
類
叡
す
る
短
い
詩
の
み
か
ら
な
る
と
い
う
点
で
、
写
本

全
体
を
キ
ャ
ロ
ル
分
析
に
用
い
る
こ
と
が
可
能
な
、
貴
重
な
史
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
ま
で
、
十
五

1
十
六
世
紀
に
お
け
る
キ
ャ
ロ
ル
の
歌
わ
れ
た
状
況
を
、
同
時
代
の
史
料
や
、
キ
ャ
ロ
ル
写
本
群
の
所
有
者
か
ら
推
察
し

た
。
次
章
か
ら
は
、
キ
ャ
ロ
ル
を
集
め
た
写
本
、
己
写
本
に
対
象
を
限
定
し
、
史
料
の
体
裁
・
内
容
構
或
を
分
析
し
て
い
き
た
い
。

十五世紀イングランドのキャロル写本MS.Eng. poet. e.lに関する史料論的分析7 



第
二
章

。'
H

写
本
に
つ
い
て

第
一
節

史
料
の
体
裁
の
分
析

め
い
写
本
は
、
紙
の
写
本
、
一
員
の
大
き
さ
は
約
一
一
二
ミ
リ
×
一
五
九
ミ
リ
で
あ
り
、
十
九
世
紀
に
製
本
さ
れ
た
本
の
形
態
で
遺
さ
れ
て
い

(
ぬ
)る

。
所
有
者
・
書
記
を
一
不
す
情
報
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
内
容
は
、
キ
ャ
ロ
ル
と
そ
の
他
の
詩
の
七
二
篇
が
、
英
語
ま
た
は
ラ
テ
ン
語
交
じ

り
の
英
語
で
書
か
れ
て
お
号
、
ラ
テ
ン
語
の
み
の
詩
は
西
篇
で
あ
る
。
フ
ォ
リ
オ
に
誌
頁
番
号
が
一
か
ら
六
西
ま
で
入
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

〈
れ
)

十
五
世
紀
以
鋒
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
キ
ャ
ロ
ル
・
詩
に
、
節
の
一
行
目
と
最
軽
行
を
結
ぶ
線
、
ま
た
は
脚

韻
を
結
ぶ
練
が
、
節
の
右
手
の
余
白
戸
、
黒
で
引
か
れ
て
い
る
。
節
・
韻
を
明
示
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
線
の
さ
ら
に
右
の
余
白
に
は
、

(
幻
)

多
く
の
場
合
、
リ
フ
レ
イ
ン
部
分
が
脅
か
れ
た
。
口
ω戸
に
は
、
余
白
を
組
め
る
か
の
よ
う
に
、
直
線
の
み
で
捕
か
れ
た
四
角
い
迷
路
の
よ
う

(
お
)

な
図
が
黒
一
色
で
搭
か
れ
た
。
ま
た
、

E
C〈
z
h
巴
〈
』
窓
〈
・
に
は
楽
譜
が
警
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ニ
篇
の
キ
ャ
口
ル
に
は
、
ど
の
よ
う
な

メ
ロ
デ
ィ
ー
で
歌
う
か
と
い
う
覚
、
ぇ
書
き
が
付
さ
れ
て
い
初
G

(
お
)

書
記
に
つ
い
て
は
、
ボ
ー
ド
リ
ア
ン
図
書
館
所
蔵
の
写
本
カ
タ
ロ
グ
で
、
三
人
以
上
の
手
に
よ
る
と
さ
れ
た
が
、
後
に
、
グ
リ
ー
ン
と
、
ミ

ン
ス
ト
レ
ル
が
関
わ
っ
た
と
さ
れ
た
写
本
群
を
分
析
し
た

A
-
テ
イ
ラ
ー
は
、
こ
の
写
本
が
二
人
の
書
記
(
援
に

A
・
B
と
記
す
)
に
よ
り
作

成
さ
れ
た
と
判
断
し
た
り
そ
れ
は
、
書
記
A
は
己
可
・

1
5
0戸
、
書
記
B
は同・

8
〈・

1
g可
・
を
書
い
た
上
で
、
円

ω雪・・

2
H〈
-eZN戸
を
部
分

(
お
)

い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

的

n
p
は
門
官
〈
・
.
同
一
品
川
〈
・
.
宮
町
・

ι…
部
を
敢
闘
さ
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
口

フ
ォ
ワ
オ
の
作
成
年
代
は
戸
M
l宗
N

が
、
十
五
世
紀
で
あ
る

0
2い
と
に
、
h

・5
と
お
、
ロ
印
と
N
小
、
ロ
C
と
出
、
刊
し
ω吋と
ω∞
の
聞
に
は
、
折

丁
を
作
る
際
に
紙
を
縁
じ
合
わ
せ
た
糸
が
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
テ
イ
ラ
ー
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
六
葉
を
報
じ
合
わ
せ
た
折
丁
が
西
、
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そ
し
て
八
葉
の
折
丁
が
一
、
合
計
五
冊
の
折
丁
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
折
丁
の
つ
な
ぎ
目
に
は
明
ら
か
に
不
完
全
な
詩
は
存
在
し
な

い
し
、
書
記
の
手
も
変
化
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
口
可
・

1
同・h
戸
〈
・
は
、
十
五
世
紀
当
時
の
構
成
を
残
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

o
E
N

以
降
は
、
折
丁
を
綴
じ
合
わ
せ
た
糸
が
見
え
な
い
た
め
、
折
丁
の
構
成
が
確
認
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
筆
者
は
当
該
写
本
の

実
物
を
調
査
し
、
白
∞
と
同
・

8
と
の
聞
の
綴
じ
糸
を
確
認
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
己
写
本
の
日
吋
か
ら
同
・

S
は
、
六
葉
を
綴
じ
合
わ
せ
た
折
丁
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、

2
0ま
で
は
、
詩
・
キ
ャ
ロ
ル
の
内
容
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
次
の
フ
ォ
リ
オ
に
続
い
て
い
く
。
そ
の
た
め
、

折
丁
が
確
認
で
き
な
い
部
分
は
な
お
残
る
も
の
の
、
。
・
H

写
本
の
キ
ャ
ロ
ル
は
、
作
成
当
時
か
ら
現
在
の
順
番
で
収
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が

高
い
。
あ
ら
か
じ
め
作
成
さ
れ
て
い
た
折
丁
に
、
書
記
が
書
き
込
ん
で
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
。

結
論
と
し
て
は
、
書
記
の
手
の
変
化
と
フ
ォ
リ
オ
・
折
丁
の
構
成
か
ら
、
写
本
と
し
て
の
ま
と
ま
り
は
、
後
の
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
十
五
世
紀
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
写
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
フ
ォ
リ
オ
に
記
録
さ
れ
た
キ
ャ

ロ
ル
を
、
後
の
時
代
に
ま
と
め
た
も
の
で
は
な
く
、
十
五
世
紀
の
時
点
で
既
に
現
在
の
形
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

り
、
収
め
ら
れ
た
詩
・
キ
ャ
ロ
ル
の
順
番
も
、
十
五
世
紀
の
順
番
を
保
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

つ
ま

第
二
節

来

歴

0

・H

写
本
は
、

(
ぬ
)

一
八
四
七
年
に
英
文
学
者

T
・
ラ
イ
ト
に
よ
っ
て
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
。
ラ
イ
ト
は
、
当
該
写
本
中
の
詩
・
キ
ャ
ロ
ル
が
、

一
言
葉
や
形
式
を
若
干
変
え
て
同
時
代
の
他
の
写
本
に
も
登
場
す
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
て
い
た
キ
ャ
ロ
ル
を

(
仰
)

書
記
が
書
き
取
っ
た
と
考
え
た
。
し
か
し
ラ
イ
ト
は
己
写
本
の
入
手
経
路
に
関
す
る
情
報
は
示
さ
な
か
っ
た
。

F
・
マ
ダ
ン
は
、
ボ

l
ド
リ
ア
ン
図
書
館
所
蔵
写
本
の
カ
タ
ロ
グ
で
、
め
-
H

写
本
の
キ
ャ
ロ
ル
・
詩
は
「
お
そ
ら
く
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
の
使
用

の
た
め
に
収
集
さ
れ
か
)
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、

R
-
H
・
ロ
ビ
ン
ス
は
、
。
・
H

写
本
を
、
本
稿
第
三
章
で
取
り
上
げ
る
写
本
群
の
う
ち
の
二
写

十五世紀イングランドのキャロル写本MS.Eng. poet. e.1に関する史料論的分析9 



本
と
併
せ
「
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
び
、
歌
い
手
が
主
人
公
と
し
て
描
か
れ
た
キ
ャ
ロ
ル
の
存
在
が
、
こ
れ
ら
の
写
本
群
に

で
あ
る
と
論
じ
た
。

収
め
ら
れ
た
キ
ャ
ロ
ル
が
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
て
い
た
「
内
的
証
拠
」

こ
れ
ら
の
研
究
に
対
し
、
グ
リ
ー
ン
は
、
こ
の
写
本
が
ヨ

l
ク
シ
ャ

l
の
ベ
ヴ
ァ
リ

察
し
た
。
グ
リ
ー
ン
に
よ
る
と
福
音
書
記
者
聖
ヨ
ハ
ネ
へ
の
崇
敬
を
示
す
キ
ャ
ロ
ル
・
詩
を
三
篇
以
上
収
め
る
写
本
は
他
に
現
存
し
な
い
。

ま
た
グ
リ
ー
ン
は
、
こ
の
写
本
の
方
言
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
東
部
(
何
ω
巳

冨

E
g巳
)

(回

2
2
-
a
)
聖
堂
と
関
わ
り
を
持
っ
て
き
た
と
推

の
も
の
で
、
北
部
の
方
言
も
見
ら
れ
、
こ
の
地
域
に

は
、
福
音
書
記
者
聖
ヨ
ハ
ネ
に
¥
奉
献
さ
れ
た
重
要
な
宗
教
団
体
は
ベ
ヴ
ァ
リ
聖
堂
以
外
に
は
な
い
、
と
述
べ
た
。
グ
リ
ー
ン
は
さ
ら
に
、
聖
ト

マ
ス
・
ベ
ケ
ッ
ト
へ
の
崇
敬
を
示
す
キ
ャ
ロ
ル
が
線
を
引
か
れ
、
消
さ
れ
た
こ
と
に
も
着
目
し
、
こ
の
事
実
は
、
宗
教
改
革
期
に
こ
の
写
本
が

宗
教
団
体
の
手
中
に
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
と
考
え
た
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
は
、
こ
の
写
本
に
収
め
ら
れ
た
様
々
な
主
題
の
キ
ャ
ロ
ル
の
存

在
、
特
に
修
道
院
長
へ
の
ラ
テ
ン
語
の
風
刺
詩
の
存
在
は
、
ベ
ヴ
ァ
リ
聖
堂
に
お
け
る
在
俗
参
事
会
聖
堂
参
事
会
員

(ω
ゅ
の
己

R

Sロ
。
ロ
)
た

(
必
)

ち
の
娯
楽
の
雰
囲
気
に
合
う
、
と
述
べ
て
い
る
。

一
方
、

に
つ
い
て
研
究
、
そ
の
中
で

一
九
九
七
年
J
・
I
・
フ
リ

l
マ
ン
は

W
・
フ
イ
ツ
チ
と
い
う
十
九
世
紀
の
好
古
家

S
5
5
5ミ
)

0

・H

写
本
に
つ
い
て
グ
リ
ー
ン
と
は
異
な
る
見
解
を
示
し
た
。

フ
リ
l
マ
ン
は
当
該
写
本
を
、
サ
フ
ォ
ク
州
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
の
も
の
と
し
た

フ
ィ
ッ
チ
は
、
ラ
イ
ト
以
前
の
め
-
H

写
本
の
所
有
者
で
、
一
八
四

0
年
代
半
ば
、
当
該
写
本
を
ラ
イ
ト
に
貸
す
か
与
え
る
か
し
、

ラ
イ
ト
は
そ
れ
を
刊
行
後
、
フ
イ
ツ
チ
に
返
却
し
た
こ
と
が
判
明
し
か

)
O

ラ
イ
ト
は
当
該
写
本
に
つ
い
て
、
後
に
、
私
信
の
中
で
「
こ
の
写

本
は
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
の
自
治
体
の
記
録
の
中
か
ら
出
て
き
た
が
、
偶
然
発
見
さ
れ
、
自
治
体
の
記
録
自
体
に
は
関
係
が
な
い
と
見
な
さ
れ
、

(
釘
)

取
り
除
か
れ
た
」
と
書
い
た
。
と
は
い
え
、
当
該
写
本
が
イ
プ
ス
ウ
イ
ツ
チ
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
と
、
当
該
写
本
の
十
五
世
紀
に
お
け
る
所

の
で
あ
る
。

在
と
は
別
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
己
写
本
に
関
係
付
け
ら
れ
た
場
所
と
、
作
成
目
的
を
分
類
項
と
し
て
、
先
行
研
究
を
整
理
す
る
。

0

・H

写
本
の
作
成
に
関
わ
り
を

持
つ
場
所
と
し
て
は
、

(
1
)

ヨ
ー
ク
シ
ャ

l
、
ベ
ヴ
ァ
リ
、

(
2
)
サ
フ
ォ
ク
州
イ
プ
ス
ウ
ィ
ッ
チ
が
一
不
さ
れ
た
。

(
2
)
説
に
関
連
す
る
も
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R
・
ピ

1
ド
ル
が
ノ

l
フ
ォ
ー
ク
の
方
言
に
つ
い
て
の
研
究
の
中
で
、

0

・H

写
本
を
ノ

l
フ
ォ
ー
ク
方
言
で
書
か
れ
た
写
本
の
一

(

川

崎

)

例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
ノ

l
フ
ォ
ー
ク
と
サ
フ
ォ
ク
は
隣
接
し
て
お
り
、
方
一
吉
も
似
て
い
る
た
め
、
ビ

1
ド
ル
の
説
は

の
と
し
て
、

(
2
)
説
を
裏
付

け
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
中
世
の
言
語
地
図
に
お
い
て
も
、
。
・
H

写
本
の
書
記
A
の
書
写
部
分
に
は
、

て
い
る
と
さ
れ
た
。

ノ
I
フ
ォ
ー
ク
の
方
言
が
用
い
ら
れ

中
世
の
言
語
地
図
を
確
認
す
る
と
、
書
記
A
・
B
と
も
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
東
部
か
ら
北
部
に
か
け
て
の
広
範
囲
で
見
ら
れ
る
方
言
を
用

い
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
書
記
A
の
書
写
部
分
の
後
半
に
、

ω
宮
口
を
凶
色
と
表
記
す
る
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
東
部
に
特
徴
的
な

語
形
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
に
の
み
見
ら
れ
る
方
言
は
、
中
世
の
言
語
地
図
で
確
認
し
た
限
り
で
は
存
在
し
な
吋
o

し

た
が
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
東
部
で
教
育
を
受
け
た
人
物
に
よ
り
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
。
・
H

写
本
に
は
ヨ

l
ク
式
連
祷

の
順
番
に
沿
っ
て
聖
人
た
ち
を
賛
美
す
る
キ
ャ
ロ
ル
が
存
在
す
る
た
め
、
書
記
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
東
部
で
教
育
を
受
け
、
北
部
に
移
動
し
た

人
物
、
あ
る
い
は
北
部
か
ら
中
東
部
へ
移
動
し
た
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
伝
来
の
写
本
に
収
め
ら
れ
て

い
た
キ
ャ
ロ
ル
を
書
写
し
た
た
め
、

ヨ
ー
ク
式
連
祷
の
影
響
を
受
け
た
キ
ャ
ロ
ル
を
収
め
た
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、

0

・H

写
本
の
作
成
目
的
に
関
し
て
は
、
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
、
記
録
の
た
め
に
書
き
取
ら
れ
た
、
も
し
く
は
ミ
ン
ス

ト
レ
ル
の
使
用
の
た
め
に
記
録
さ
れ
た
と
す
る
説
と
、
在
俗
参
事
会
聖
堂
参
事
会
員
の
娯
楽
用
に
作
成
さ
れ
た
、
と
い
う
二
つ
の
可
能
性
が
示

さ
れ
て
き
て
い
る
。
二
説
と
も
、
写
本
中
の
、
特
定
の
キ
ャ
ロ
ル
の
存
在
に
注
目
し
て
い
る
が
、
。
・
H

写
本
が
、
十
五
世
紀
の
段
階
で
ま
と
め

ら
れ
た
写
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
や
は
り
写
本
全
体
の
内
容
構
成
を
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で

は、

0

・H

写
本
の
内
容
構
成
を
再
検
討
し
、
当
該
写
本
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
当

該
写
本
の
作
成
目
的
に
つ
い
て
推
察
し
た
い
。
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第
三
節

己
写
本
の
内
容

本
節
で
は
、
書
き
方
の
特
徴
と
、
収
め
ら
れ
た
詩
・
キ
ャ
ロ
ル
の
内
容
と
を
関
連
付
け
て
分
析
す
る
こ
と
か
ら
、
当
該
写
本
の
作
成
過
程
を

一
篇
の
キ
ャ
ロ
ル
が
頁
途
中
で
終
わ
っ
た
場
合
、
空

明
ら
か
に
し
た
い

(
以
降
本
節
で
は
表
I
参
照
)
。
ま
ず
尚
1
1
3
の
キ
ャ
ロ
ル
で
は
、

白
部
を
残
し
、
次
の
キ
ャ
ロ
ル
は
、
次
頁
の
最
上
部
か
ら
始
ま
る
。
次
に
、

尚
4
の
キ
ャ
ロ
ル
は
、

フ
ォ
リ
オ
表
(
お
も
て
)

の
上
部
で
終
わ

り
、
後
ろ
に
迷
路
の
よ
う
な
図
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
尚
5
の
キ
ャ
ロ
ル
の
後
に
は
、
空
白
な
し
に
、
横
線
で
区
切
っ
て
陥
6
の
キ

ャ
ロ
ル
が
続
け
て
書
か
れ
た
。
尚
6
の
キ
ャ
ロ
ル
の
後
に
は
、
ま
た
空
白
が
残
さ
れ
、
改
頁
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
は
、
尚
回
ま
で
、
改

頁
は
行
わ
れ
ず
、
キ
ャ
ロ
ル
は
続
け
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
書
き
方
の
変
化
を
表
I
に
示
し
た
。
空
白
部
を
残
し
て
改
頁
す
る
書

で
各
キ
ャ
ロ
ル
の
境
目
を
一
不
す
書
き
方
を
b
、
約
一
行
分
の
空
白
に
よ
り
境
目
を
示

き
方
を

a
、
空
白
部
を
残
さ
ず
に
線
や
印
(
吉
岡
山
口
『
)

す
書
き
方
を

c
と
記
し
た
。
こ
れ
ら
の
書
き
方
の
変
化
を
、
詩
・
キ
ャ
ロ
ル
の
順
番
で
示
す
と
、
書
記
A
の
書
写
部
分
は
①
1
1
7

て

a)
、
②

8
1
臼

(
b
)
、
③
臼
1
日

(a)
、
④
回
j
m
w
(
b
)
、
書
記
B
の
書
写
部
分
は
⑤
似

(a)
、
⑥
白
1
拘

(
C
)

、
⑦
η
1
%
(
a
)

(
主
と
し

と
大
ま
か
に
区
切
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
か
ら
⑦
の
区
分
と
、
詩
・
キ
ャ
ロ
ル
の
内
容
と
を
照
合
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
①
の
部
分
に
は
、
ラ
テ
ン
語
の
み
で
書
か
れ
た

三
篇
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
内
一
篇
は
、
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
修
道
院
長
に
対
す
る
風
刺
詩
で
あ
り
、
聖
職
者
同
士
で
歌
わ
れ
た
も
の
と
考
え

る
の
が
自
然
で
あ
る
。

②
の
部
分
に
は
写
本
の
半
数
以
上
の
キ
ャ
ロ
ル
が
含
ま
れ
る
。
こ
こ
に
は
ラ
テ
ン
語
の
み
で
書
か
れ
た
詩
は
存
在
せ
ず
、
ラ
テ
ン
語
の
素
養

の
な
い
人
々
で
も
理
解
可
能
な
、
英
語
の
、
比
較
的
平
易
な
キ
ャ
ロ
ル
が
多
い
。
中
世
の
キ
ャ
ロ
ル
に
多
く
歌
わ
れ
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
う

キ
ャ
ロ
ル
が
多
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。
③
の
部
分
に
は
、
福
音
書
記
者
聖
ヨ
ハ
ネ
へ
捧
げ
た
詩
・
キ
ャ
ロ
ル
が
三
篇
ま
と
め
て
収
め
ら
れ
て
お
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り
、
う
ち
一
嬢
は
う
チ
ン
詩
で
あ
る
。
④
・
⑤

-eに
は
、
ラ
テ
ン
持
は
一
篇
も
な
く
、
女
性
競
刺
、
聖
母
マ
リ
ア
、
死
の
恐
怖
、
欽
澗
の
楽

し
み
な
ど
を
主
題
と
す
る
キ
ャ
ロ
ル
が
収
め
ら
れ
て
い
る
む
⑦
に
は
、
女
性
に
慰
問
す
る
英
語
キ
ャ
ロ
ル
が
、
六
篇
中
西
篇
収
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
分
析
か
ら
、
号
1
⑦
の
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
的
に
ま
と
ま
り
が
あ
る
部
分
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
ま
で
を
整
理
す
る
と
、
番
記
A
の
諜
等
部
分
で
は
、
ラ
テ
ン
詩
を
含
む
@
・

φ
に、

a
の
欝
き
方
が
適
用
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
英
語

キ
ャ
ロ
ル
の
み
を
収
め
た
②
・
④
に
は
b
の
書
き
方
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
書
一
記
B
の
書
写
部
分
で
は
、
⑤
で

a
、
⑥
で
は

c
の
書
き
方
が
適

用
さ
れ
て
い
る
。

c
の
書
き
方
は
、
空
白
部
を
最
小
限
に
と
ど
め
て
い
る
点
で
、

b
の
書
き
方
と
同
義
で
あ
る
。
同
じ
く
書
記
B
の
書
写
し

た
∞
に
は

a
の
脅
さ
方
が
適
用
さ
れ
、
女
性
風
刺
が
多
く
、
一
籍
、
ず
つ
が
比
較
的
長
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
書
記
A
の
書
写
部
分
に
関
し
て
は
、
ラ
テ
ン
語
キ
ャ
ロ
ル
を
含
む
部
分
に
は
、
空
白
を
残
す
書
き
方
、
英
語
キ

ャ
ロ
ル
の
み
の
部
分
に
は
空
白
を
残
さ
な
い
書
き
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
適
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
聖
職
者
向
け
に
編
ま
れ
た
部
分
と
、

世
俗
の
人
々
に
も
理
解
で
き
る
部
分
と
が
、
地
聞
き
分
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
書
記
A
-
B
と
も
に
、
複
数
の
書
写
方
法
を

採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
複
数
の
、
異
な
る
写
本
群
か
ら
キ
ャ
ロ
ル
を
書
写
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
節
を
ま
と
め
る
と
、

φ
同
写
本
の
書
記
A
は
、
ラ
テ
ン
語
を
書
写
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
聖
職
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
書
写
の

特
徴
と
内
容
を
関
連
付
け
て
分
析
す
る
と
、
聖
職
者
向
け
の
部
分
と
、
世
裕
向
け
に
も
な
り
う
る
部
分
と
が
、
写
本
中
に
区
別
さ
れ
て
書
写
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る

G

し
た
が
っ
て
、

σ-H
写
本
に
は
複
数
の
編
集
意
図
が
存
在
し
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
結
果

的
に
、
立
写
本
の
テ
ク
ス
ト
は
、
全
体
と
し
て
、
広
い
階
層
の
人
々
に
親
し
ま
れ
う
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
内
。

第
三
章

類
鉱
の
写
本
群
と
の
比
較

前
撃
で
は
、
先
行
研
究
で
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
、

m-H
写
本
に
お
け
る
「
書
き
方
」
と
「
内
容
」
と
の
関
連
性
を
指
摘
し
、
当
該
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写
本
に
、
複
数
の
編
集
意
図
が
存
在
し
た
こ
と
を
推
察
し
た
。
次
の
課
題
と
し
て
、
本
章
で
は
、

0

・Z

比
較
す
る
こ
と
で
、
当
該
写
本
の
位
置
付
け
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

。・
H

写
本
に
収
め
ら
れ
た
詩
・
キ
ャ
ロ
ル
の
う
ち
ゴ
二
篇
が
他
の
三
四
写
本
に
、
節
数
や
言
葉
を
変
え
て
登
場
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
写
本
群
の
う
ち
、
キ
ャ
ロ
ル
を
め
山
写
本
と
共
有
す
る
写
本
は
、
二
五
で
あ
的
。
二
五
写
本
群
の
内
訳
は
、
十
四
世
紀
の
写
本

が
つ
十
五
穀
紀
の
写
本
は
一
六
、
十
六
世
紀
の
写
本
は
六
、
十
六
世
紀
の
印
刷
本
が
つ
年
代
不
明
つ
と
な
っ
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
も

(
間
)

指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
写
本
群
と
キ
ャ
口
ル
を
共
有
す
る
同
時
代
の
写
本
は
他
に
現
存
し
て
い
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
江

本
の
書
記
が
、
当
時
広
く
親
し
ま
れ
て
い
た
キ
ャ
ロ
ル
を
収
集
す
る
こ
と
を
呂
的
の
一
つ
と
し
た
可
能
性
を
示
唆
す
る

G

本
積
で
は
、
紙
一
轄
の
都
合
に
よ
り
、
前
述
の
写
本
群
全
て
に
つ
い
て
P
H
写
本
と
詑
較
す
る
こ
と
は
避
け
、
十
五
世
紀
の
写
本
に
限
定
し
、

己
写
本
と
援
数
の
キ
ャ
ロ
ル
を
共
有
す
る
写
本
群
を
取
り
上
げ
た
い
。
そ
れ
ら
は
、
作
成
年
弐
順
に
示
す
と
、
大
英
図
書
蕗
富
山
山
・
巴

0
3
5

(
十
五
世
紀
前
半
。
以

N
山
市
部
(
十
五
晋
紀
蔀
半
。
以
後
盟
。
凶
器
写
本
と
略
記
)
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
冨
∞
・

0
・ω・ぉ

後
φ
い
い
∞
写
本
と
略
記
〉
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ボ

i
ド
リ
ア
ン
問
書
館
法
的
・
〉

R
v
r
5
8
M
W・
N

岱
(
十
五
世
紀
半
ば
。
以
後
〉

R
V

印。
5
8写
本
と
略
記
)
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
良
部
・
伊
忠
(
十
五
世
紀
後
半
。
以
後
伊
川
区
写
本
と
略
記
)
で

あ
る
。
こ
れ
ら
四
写
本
群
に
収
め
ら
れ
た
キ
ャ
ロ
ル
は
、
も
と
も
と
別
々
の
写
本
に
あ
っ
た
も
の
が
後
世
に
ま
と
め
直
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

十
五
世
紀
の
詩
点
で
ま
と
め
て
収
録
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
写
本
群
を
そ
れ
ぞ
れ
一
ま
と
ま
り
の
も

の
と
し
て
、
三
写
本
と
比
較
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
巴

S
E
写
本
は
己
写
本
と
共
通
の
キ
ャ
ロ
ル
を
八
篇
収
め
、
十

五
世
紀
の
写
本
群
の
中
で
最
も
多
く
の
キ
ャ
ロ
ル
を
己
写
本
と
共
有
す
(
的
。
そ
の
他
の
三
写
本
一
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
競
ず
っ
、
己
写
本
と
キ
ヤ

ロ
ル
を
共
有
し
て
い
る
。
本
章
で
は
、
写
本
の
体
裁
お
よ
び
構
成
内
容
、
共
有
す
る
キ
ャ
ロ
ル
の
ヴ
ァ

i
ジ
ョ
ン
の
二
点
を
、
写
本
ど
う
し
の

類
似
性
を
は
か
る
揺
標
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
比
較
結
果
は
、
図
に
し
て
示
す
(
間
関
1
、
2
参
照
)
。
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第
一
一
節

写
本
の
体
裁
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て

先
漉
し
た
四
本
本
は
、
マ
、
ン
ス
ト
レ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
グ
ル
;
プ
と
、
「
多
背
声
(
ボ
リ
フ
ォ
ニ

i
)
楽
譜
付
お
キ
ャ
口

ル
写
本
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
便
宜
上
こ
の
二
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
考
察
を
加
え
た
い
。

⑨
「
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
い
位
。
州
W
3
0
噂
本
・

ω剛
官
写
本

2
8
5
写
本
は
、
十
五
世
紀
前
半
三
四
二
五

1
一
四
五

O
年
)
に
作
成
さ
れ
た
と
言
わ
れ
、
七
回
篇
の
詩
・
キ
ャ
ロ
ル
か
ら
な
る
)
む
大

き
さ
は
約
十
五
セ
ン
チ
×
約
十
一
一
セ
ン
チ
で
、

0
・M

写
本
と
同
様
、
小
型
ヰ
本
で
お
る
。

(
鈴
)

単
一
の
書
記
に
よ
号
、
キ
ャ
ロ
ル
・
詩
が
書
か
れ
て
い
る
。

一
一
七
業
の
紙
の
ブ
ォ
ワ
オ
か
ち
な
り
、
崎
山
門
''ω
仰ぐは

告。

ω
5写
本
に
収
め
ら
れ
た
キ
ャ
ロ
ル
・
詩
の
う
ち
、
ラ
テ
ン
語
の
み
で
書
か
れ
た
の
は
二
篇
で
、
そ
の
地
七
二
篇
は
英
語
、
あ
る
い
は
英

(
臼
)

語
と
ラ
テ
ン
語
の
混
合
で
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
書
記
の
用
い
た
方
言
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
東
部
の
も
の
と
言
わ
れ
る
。
内
容
構
成
の

点
で
は
、

2
2
5写
本
に
は
、
世
俗
の
人
々
を
主
人
公
に
し
た
キ
ャ
ロ
ル
と
、
聖
書
に
題
材
を
得
た
キ
ャ
ロ
ル
が
混
在
し
て
お
り
、

0

・H

写
本

と
類
似
し
て
い
る
。

0

・H

写
本
と
の
相
違
点
と
し
て
は
、
∞
-
。
ω
三
写
本
中
に
は
、
装
飾
お
よ
び
楽
譜
は
全
く
存
在
し
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、

ブ
ォ
リ
オ
を
通
じ
て
ほ
ほ
…
定
で
、
ほ
と
ん
ど
の
キ
ャ
ロ
ル
が
、
間
に
余
白
を

問。

m
S写
本
で
は
、

の
学
の
大
き
さ
は
、
現
存
す
る

作
ら
ず
、

つ
め
て
書
か
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

2
8
5
写
本
は
、
単
一
の
書
記
が
、
書
写
方
法
も
字
の
大
き
さ
も
ほ
と
ん
ど
変
え
る
こ
と
な

く
、
作
り
上
げ
た
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

告。

8
0写
本
の
来
一
歴
に
関
し
て
は
、
グ
リ
ー
ン
が
、
聖
ニ
コ
ラ
ウ
ス
へ
の
崇
敬
を
歌
う
キ
ャ
ロ
ル
を
二
篇
収
め
る
写
本
が
他
に
は
現
存
し
な

い
こ
と
、
聖
エ
ド
マ
ン
ズ
へ
の
崇
敬
を
歌
う
キ
ャ
口
ル
が
…
篇
収
め
ら
れ
た
、
と
い
う
一
…
点
を
挙
げ
、
こ
の
写
本
が
、
聖
ニ
口
ラ
ウ
ス
の
祝
日

の
儀
式
を
行
っ
て
い
た
ベ
リ

1
・
セ
ン
ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ
に
あ
っ
た
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
修
道
援
に
所
属
し
た

に
少
年
司
祭
(
回
ミ
広
島
幸
)
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の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
た
。
ま
た
、

グ
リ
ー
ン
は
、
口
。
に
キ
ャ
ロ
ル
と
は
別
の
手
で
書
か
れ
た
所
有
者
の
名
前
と
思
わ
れ
る
記
述
、

』。

E
ロロ

2
回
向
門
戸
巳
に
着
目
し
、
こ
の
バ

l
デ
ル
と
い
う
名
は
サ
ブ
ォ
ク
州
周
辺
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、

こ
の
人
物
が
、
ベ
リ

1
・
セ
ン
ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ
の
修
道
士
と
し
て
他
の
写
本
(
回
怠
宣
告
玄
伊
国
♀
r
g
B
冨貯の・

ω戸内・

5
3
に
登
場
す
る

τ
E口
口
町
田

2
己
毛
色
と
同
一
人
物
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
述
べ
た
。
し
か
し
、
こ
の
人
物
の
名
前
が
記
さ
れ
た
の
は
、
キ
ャ
ロ
ル
を
書

い
た
書
記
と
は
異
な
る
書
記
の
手
に
よ
る
た
め
、
守

F85ω
回
向
巳
巳
は
、
こ
の
写
本
の
原
所
有
者
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
∞
・
忠
写
本
で
あ
る
。
こ
の
写
本
は
、
十
五
世
紀
後
半
に
作
ら
れ
、
二

O
篇
の
英
語
キ

ャ
ロ
ル
と
、
そ
の
断
片
と
思
わ
れ
る
も
の
か
ら
な
っ
て
い
る
。
書
記
、
所
有
者
に
関
し
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
三
人
以
上
の
手
に
よ
る
と
言
わ

れ
て
き
た
。
大
き
さ
は
約
十
四
セ
ン
チ
×
約
十
二
セ
ン
チ
で
、
先
の
二
写
本
と
同
様
小
型
で
あ
る
。
一
四
葉
の
紙
の
フ
ォ
リ
オ
が
革
に
包
ま
れ

て
い
れ

)
O

こ
の
写
本
に
は
、
白
。
告
の
写
本
と
同
様
、
装
飾
や
楽
譜
は
存
在
し
な
(
開
。
内
容
構
成
の
点
で
は
、
∞

-E写
本
に
は
、
キ
リ
ス
ト
降

誕
、
聖
母
マ
リ
ア
賛
美
な
ど
の
主
題
に
加
え
、
世
俗
の
人
間
を
主
人
公
と
し
た
キ
ャ
ロ
ル
が
三
篇
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
と
め
る
と
、
己
写
本
・
巴

8
5
写
本
・
∞
・
忠
写
本
は
、
史
料
の
体
裁
、
ま
た
お
お
ま
か
な
内
容
構
成
の
点
で
、
類
似
の
写
本
群
で
あ
る
。

中
で
も
、
∞

-
8
5写
本
と
0

・H

写
本
は
、
七

O
篇
以
上
の
キ
ャ
ロ
ル
を
収
集
し
た
と
い
う
共
通
点
を
持
ち
、
よ
り
類
似
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ

(
m
m
)
 

る。
も
う
一
つ
の

②
多
声
音
楽
の
楽
譜
っ
き
キ
ャ
ロ
ル
写
本

0
・ω・8
写
本
・

hF52ω
旦
a
oコ
写
本

の
楽
譜
を
収
め
た
写
本
群
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
十
五
世
紀
に
登
場
し
た
。
ラ
テ
ン
語
歌
詞
が
付
い
た
写

本
が
大
半
を
占
め
る
が
、
そ
の
中
で
、
英
語
キ
ャ
ロ
ル
を
収
め
る
も
の
は
四
写
本
現
存
す
る
。
回
目
、
.
冨
∞
・
肥
川
⑦
吋
件
。
ロ

ωω
ミ
、
回
目
、
.
〉
【
昆

-
Z∞・

多
声
音
楽
(
ポ
リ
ブ
ォ
ニ

l
)

8
5
と
、
本
節
で
取
り
上
げ
る
二
写
本
で
あ
る
。
四
つ
の
多
声
音
楽
の
楽
譜
っ
き
キ
ャ
ロ
ル
写
本
群
は
ど
れ
も
、
己
写
本
と
キ
ャ
ロ
ル
を
共

0
・ω-g写
本
と
〉

R
F
r
E
g
写
本
は
、
二
篇
ず
つ
己
写
本
と
キ
ャ
ロ
ル
を
共
有
す
る
。

有
す
る
が
、

0
・ω-g写
本
は
、
十
五
世
紀
前
半
三
四
二
五

1
一
四
五

O
年
)

一
三
篇
の
キ
ャ
ロ
ル
が
記
さ
れ
た
羊

の
写
本
で
、
単
一
の
書
記
に
よ
り
、
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皮
紙
の
巻
物
(
約
二
メ
ー
ト
ル
四
セ
ン
チ
×
約
十
八
セ
ン
チ
)

(ω) 

で
あ
る
。
全
て
の
キ
ャ
ロ
ル
に
二
部
ま
た
は
三
部
合
唱
用
の
楽
譜
が
つ
い
て

お
り
、
青
や
赤
で
大
文
字
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
写
本
で
は
、
キ
ャ
ロ
ル
の
楽
譜
部
分
に
沿
っ
て
、

て
い
る
。
第
二
節
以
降
の
歌
詞
は
、
楽
譜
が
書
か
れ
た
後
ろ
の
余
白
に
記
さ
れ
て
お
り
、

パ
l
デ
ン
と
第
一
節
の
歌
詞
が
書
か
れ

一
篇
の
キ
ャ
ロ
ル
が
書
か
れ
た
部
分
の
約
四
分
の
三

を
、
楽
譜
部
分
が
占
め
て
い
る
。

0
・ω-g写
本
の
所
有
者
・
書
記
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
内
容
に
は
、

ヘ
ン
リ
五
世
の
ア
ジ
ヤ
ン
ク
l
ル

の
戦
い
に
お
け
る
勝
利
を
祝
う
キ
ャ
ロ
ル
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
主
に
降
誕
節
の
祝
日
に
関
し
た
歌
を
収
録
し
、

ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
集

に
近
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

E
S
ω
巳己

g写
本
も
、

0
・ω-g写
本
と
同
様
、
多
声
音
楽
の
楽
譜
を
収
め
た
写
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
五
写
本
の
集
成
で
、
そ
の
う
ち
一
写

本
に
、
楽
譜
っ
き
で
キ
ャ
ロ
ル
と
そ
の
他
の
詩
が
三
一
篇
書
か
れ
て
お
り
、
キ
ャ
ロ
ル
は
全
て
十
五
世
紀
半
ば
に
書
か
れ
た
と
い
う
説
が
有
力

で
あ
討
。
九
人
か
十
人
の
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
楽
譜
部
分
と
歌
詞
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
同
一
人
物
の
手
に
よ
(
れ
と
言
わ
れ
る
。

大
き
さ
は
約
二
十
六
セ
ン
チ
×
約
十
八
セ
ン
チ
で
あ
り
、
先
に
取
り
上
げ
た
「
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
写
本
」
群
の
約
二
倍
の
大
き
き
で
あ
る
口

〉
R
F
∞巴門戸

g
写
本
で
は
。
・

ω-g写
本
と
同
様
に
、
青
や
赤
で
大
文
字
が
彩
ら
れ
、
全
て
の
キ
ャ
ロ
ル
に
二
部
ま
た
は
三
部
合
唱
用
の
楽
譜

が
付
き
、
楽
譜
部
分
が
一
葉
の
約
四
分
の
三
を
占
め
て
い
る
。
内
容
を
み
る
と
、
世
俗
の
事
柄
を
描
い
た
キ
ャ
ロ
ル
は
全
体
の
一
割
で
、
そ

(
花
)

ク
リ
ス
マ
ス
と
聖
母
マ
リ
ア
賛
美
を
主
題
と
す
る
キ
ャ
ロ
ル
で
あ
る
。
以
上
の
、
写
本
の
体
裁
お
よ
び
内
容
構
成
に
お
い
て
、

の
他
は
、

〉
RFω
巳
門
目
。
ロ
写
本
と
0
・ω-umw
写
本
は
類
似
性
が
高
い
と
言
え
る
、
だ
ろ
う
。

ま
と
め
る
と
、
多
声
音
楽
の
楽
譜
付
き
写
本
群
は
、
キ
ャ
ロ
ル
集
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
楽
譜
集
に
近
く
、
所
有
者
あ
る
い
は
使
用
者
に
は
、

二
部
・
三
部
合
唱
用
の
楽
譜
を
読
む
能
力
が
期
待
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
点
で
、
単
音
の
楽
譜
し
か
有
さ
な
い
の
-
H

写
本
や
、

楽
譜
を
全
く
収
め
な
い
∞

-
8
5写
本
、
∞
・
忠
写
本
よ
り
、
用
途
が
限
定
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、
〉

R
F
r
E
S
写
本
は
、
十
五
世
紀
に
は
ウ
ス
タ
l
大
聖
堂
付
属
修
道
院
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。
写
本
中
の
一
篇
の

キ
ャ
ロ
ル
に
、

バ
l
デ
ン
が
書
き
加
え
ら
れ
、
同
じ
手
で
鶏
の
マ

l
ク

ウ
ス
タ

(
σ
m
w
(
日
向
。
)
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

ロ
チ
ェ
ス
タ
l
、
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ー
、
イ

l
リ
l
の
司
教
を
務
め
た
ジ
ョ
ン
・
オ

l
ル
コ
ッ
ク

(
』
。
『
ロ
〉

-gn宵
)
が
使
っ
て
い
た
鶏
の
マ

l
ク
で
あ
る
と
い
う
。
オ
ー
ル
コ
ッ

(
九
)

キ
ャ
ロ
ル
の
一
部
を
書
き
加
え
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
〉

R
F

ク
が
ウ
ス
タ

l
司
教
で
あ
っ
た
聞
に
、
こ
の
写
本
を
入
手
し
、

r
E
S
写
本
に
は
、
所
有
者
と
し
て
、
写
本
の
書
記
と
は
別
の
手
で
、

h
F
M
L
P
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
十
六
世
紀
初
頭
、

修
道
院
の
有
力
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
家
を
指
す
可
能
性
が
あ
る
。

れ
て
い
た
が
、
後
に
世
俗
の
手
に
渡
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

ウ
ス
タ
ー

つ
ま
り
こ
の
写
本
は
、
当
初
は
ウ
ス
タ
l
大
聖
堂
内
で
用
い
ら

以
上
、

四
写
本
と
の
比
較
の
結
果
は
、
図
ー
の
よ
う
に
な
っ
た
。
横
軸
を
写
本
の
体
裁
、
縦
軸
を
時
間
軸
と
し
た
。
「
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
三
写
本
は
写
本
の
体
裁
・
内
容
構
成
か
ら
、
同
一
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
楽
譜
付
き
の
二
写
本
は
、

全
て
の
キ
ャ
ロ
ル
に
楽
譜
が
つ
い
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
彩
色
も
施
さ
れ
、
よ
り
高
価
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
、
楽
譜
の

存
在
か
ら
、
こ
れ
ら
の
写
本
群
は
楽
譜
を
「
見
て
歌
う
」
た
め
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
先
に
取
り
上
げ
た
「
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
写
本
」
群

よ
り
も
、
用
途
が
明
確
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

来
歴
に
つ
い
て
は
、
巴

8
5写
本
、
〉
円
。

F
r
E
g
写
本
の
二
写
本
の
み
、
十
五
世
紀
に
お
け
る
所
有
者
を
推
測
す
る
手
が
か
り
が
写
本
中

に
残
さ
れ
て
い
た
。
ど
ち
ら
の
写
本
も
、
聖
職
者
に
よ
り
所
有
さ
れ
て
い
た
と
い
う
説
が
示
さ
れ
て
い
る
。
巴

S
5写
本
と
〉

R
F
F
E
S
写

本
の
来
歴
か
ら
類
推
す
る
と
、
類
似
の
写
本
で
あ
る
0

・H

写
本
も
ま
た
、
十
五
世
紀
の
段
階
で
は
修
道
院
や
修
道
士
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
節

共
有
す
る
キ
ャ
ロ
ル
の
比
較

前
節
で
は
、
写
本
の
体
裁
、
内
容
構
成
か
ら
、
己
写
本
と
、
類
似
の
写
本
群
と
を
比
較
し
た
。
本
節
で
は
、
己
写
本
と
先
述
の
四
写
本
群

に
共
有
さ
れ
た
キ
ャ
ロ
ル
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
比
較
を
行
う
こ
と
か
ら
、

0

・H

写
本
と
先
に
挙
げ
た
四
写
本
と
が
、
ど
の
程
度
類
似
し
て
い
る
か
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を
検
討
し
た
い
。

キ
ャ
ロ
ル
が
複
数
の
写
本
に
残
る
場
合
、
音
の
似
た
別
の
単
語
の
使
用
、
動
調
の
語
尾
・
綴
り
の
違
い
な
ど
、
ヴ
ァ
l
ジ
ョ
ン
ど
う
し
に
細

か
な
差
異
が
存
在
す
る
。
新
し
い
節
の
付
加
、
節
ど
う
し
の
入
れ
替
え
、
節
の
削
除
な
ど
の
作
り
変
え
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
ヴ
ア

ー
ジ
ョ
ン
ご
と
の
違
い
は
、
写
本
の
作
成
日
的
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
書
記
は
、
他
写
本
か
ら
、
あ
る
い
は
口
述
さ
れ
た
テ
ク
ス

ト
か
ら
キ
ャ
ロ
ル
を
書
写
す
る
際
に
、
そ
れ
ら
を
自
ら
の
出
身
地
・
居
住
地
の
方
言
に
書
き
換
え
る
の
と
同
様
、
写
本
の
作
成
目
的
に
応
じ
て

内
容
を
書
き
換
え
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
比
較
に
よ
り
導
き
出
さ
れ
る
相
違
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写

本
群
の
作
成
日
的
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
節
で
は
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
ヴ
ァ

1
ジ
ョ
ン
ど
う
し
を
逐
語
的
に
比
較
す
る
方
法
を
避
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
が
持
つ
同

(
怜
)

じ
内
容
の
節
を
数
え
る
こ
と
に
す
る
。
同
じ
内
容
の
節
と
は
、
動
詞
の
形
や
語
尾
が
異
な
る
程
度
で
、
内
容
は
作
り
変
え
ら
れ
て
い
な
い
も

の
を
指
す
。

こ
こ
で
、

0

・H

写
本
と
同
時
代
の
写
本
群
と
が
共
有
す
る
キ
ャ
ロ
ル
に
は
、
世
俗
の
人
々
を
主
人
公
に
し
た
キ
ャ
ロ
ル
は
一
篇
も
存
在
し
な

い
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
節
で
は
、
聖
書
に
題
材
を
得
た
キ
ャ
ロ
ル
に
限
り
、
ヴ
ァ

1
ジ
ョ
ン
比
較
を
行
う
こ
と
が

(
乃
)

可
能
で
あ
る
。

①
「
ミ
ン
ス
卜
レ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

ω一。
ωコ
。
写
本
・

ω-g-
写
本

ま
ず
、
己
写
本
と

ω
-
8
5
写
本
・
∞
・
忠
写
本
が
共
有
す
る
唯
一
の
キ
ャ
ロ
ル

(表
I
で
h
G
)

「
十
二
夜
が
や
っ
て
く
る
」

に
つ
い
て
比

較
を
行
う
。
各
ヴ
ァ

1
ジ
ョ
ン
の
持
つ
、
同
じ
内
容
の
節
を
数
え
る
と
、

0

・H

写
本
と
∞

-
8
5
写
本
と
は
一

一
節
、
己
写
本
と
∞
・
忠
写
本
と
は

二
節
、
∞

-
8
5写
本
と
∞
・
忠
写
本
は
九
節
を
共
有
す
る
。

さ
ら
に
詳
し
く
相
違
点
を
見
る
と
、
こ
の
キ
ャ
ロ
ル
の
己
写
本
・
∞
・
忠
写
本
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
は
、
「
幼
子
イ
エ
ス
に
会
い
に
行
く
途
中
の

三
人
の
王
た
ち
が
、

ヘ
ロ
デ
王
に
会
い
、
帰
り
道
で
も
彼
に
会
う
と
約
束
す
る
。
だ
が
、
キ
リ
ス
ト
と
聖
母
と
の
会
見
後
、
天
使
に
道
を
教
え
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ら
れ
、
王
た
ち
は
、

ヘ
ロ
デ
に
会
わ
ず
に
固
に
帰
る
」
と
い
う
筋
を
共
通
し
て
持
つ
。
し
か
し
、
巴
o
m
5
0
写
本
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
に
は
、
前

述
の
内
容
に
加
え
、
キ
リ
ス
ト
の
エ
ジ
プ
ト
行
き
、

ヘ
ロ
デ
王
に
よ
る
幼
子
達
の
虐
殺
が
描
か
れ
、
ラ
テ
ン
語
バ

l
デ
ン
が
存
在
す
る
。
こ
の

よ
う
に
、

ω
-
8
5
写
本
の
ヴ
ァ

1
ジ
ョ
ン
は
、
他
ヴ
ァ
l
ジ
ョ
ン
よ
り
多
く
を
語
る
た
め
、

一
七
節
か
ら
な
り
、
己
写
本
・

ω・
忠
写
本
の
ヴ

ァ
l
ジ
ョ
ン
は
、
三
節
少
な
い
一
四
節
か
ら
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
己
写
本
と
∞

-
8
5写
本
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
に
は
、
ど
ち
ら
も
第
二
節
で

「
私
は
あ
な
た
に
歌
う
/
と
て
も
清
ら
か
な
子
ど
も
の
こ

と
を
」
と
し
て
、
「
私
H

語
り
手
」
が
登
場
す
る
。
ま
た
、
最
終
節
で
、
「
全
能
の
神
に
祈
り
を
捧
げ
よ
う
」
と
い
う
呼
び
か
け
の
言
葉
が
出
て

く
る
。
そ
れ
に
対
し
、
∞
・
忠
写
本
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
に
は
、
そ
れ
ら
の
フ
レ
ー
ズ
を
含
む
節
が
欠
落
し
て
い
る
。

次
に
、
己
写
本
と
∞

-
8
5写
本
が
共
有
す
る
他
の
七
篇
の
キ
ャ
ロ
ル
を
見
て
い
く
。
す
べ
て
の
節
を
共
有
す
る
の
は
、
降
誕
節
の
祝
日
を

順
に
挙
げ
て
歌
う
キ
ャ
ロ
ル
一
篇
(
表
I
で
h
m
w
)

で
あ
る
。
そ
の
他
、
半
数
以
上
の
節
を
共
有
す
る
キ
ャ
ロ
ル
が
四
篇
(
尚
ロ
キ
リ
ス
ト
降

誕
・
尚
必
聖
母
マ
リ
ア
の
子
守
唄
・
防
犯
受
難
・
尚
引
悔
い
改
め
よ
)
、
残
る
二
篇

(
h
M
、
尚
お
マ
リ
ア
賛
美
)
は
、
冒
頭
か
ら
複
数
の
節

を
共
有
し
て
い
る
。
ま
た
八
篇
中
三
篇
は
、
巴

8
5
写
本
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
の
方
が
長
く
、

四
篇
は
両
者
同
じ
長
き
で
あ
る
。

0

・H

写
本
の
ヴ

ァ
l
ジ
ョ
ン
の
方
が
長
い
の
は
一
篇
の
み
で
あ
る
。
以
上
の
事
実
か
ら
、
己
写
本
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
よ
り
も
∞

-
8
5
写
本
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン

の
方
が
、
多
く
の
こ
と
を
歌
う
、
あ
る
い
は
詳
細
に
描
く
傾
向
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
色
写
本
と
∞

-E
写
本
と
を
比
較
す
る
た
め
、
こ
の
二
写
本
が
共
有
す
る
も
う
一
篇
の
キ
ャ
ロ
ル

(表
I
で
尚
印
)
を
取
り
上
げ

る
。
こ
れ
は
聖
母
マ
リ
ア
の
五
つ
の
歓
ぴ
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
0

0

・H

写
本
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
は
六
節
、
∞

-E
写
本
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
は
五

節
か
ら
な
り
、
パ

l
デ
ン
と
第
一

1
四
節
を
共
有
し
て
い
る
。
こ
の
キ
ャ
ロ
ル
で
は
、
∞

-E
写
本
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
に
は
、

0

・H

写
本
の
ヴ
ァ

ー
ジ
ョ
ン
に
あ
る
「
神
は
、
わ
れ
ら
に
喜
び
を
下
さ
っ
た
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
含
む
節
が
欠
如
し
て
い
る
。

ま
と
め
る
と
、
白
。
言
。
写
本
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
は
、
他
の
二
写
本
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
に
比
べ
、
多
く
の
こ
と
を
語
り
、
詳
細
に
わ
た
り
描

写
す
る
傾
向
に
あ
る
。
∞

-E
写
本
と
め
い
写
本
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ロ
ル
の
主
題
が
絞
り
込
ま
れ
た
か
、
あ
る
い
は
、
簡
略
化
さ
れ
た
と
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考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
∞

-E
写
本
の
ヴ
ァ
l
ジ
ョ
ン
で
は
、
「
こ
れ
か
ら
あ
な
た
方
に
歌
う
」
あ
る
い
は
「
皆
で
祈
ろ
う
」
と
い
う
聴
衆
へ
の

呼
び
か
け
が
省
略
さ
れ
、
短
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
⑦
-
H

写
本
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
は
、
内
容
を
絞
る
か
、
あ
る
い
は

簡
略
化
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
聴
衆
へ
向
か
っ
て
呼
び
か
け
る
部
分
に
関
し
て
は
付
加
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
残
さ
れ
た
と
い
う
特
徴
を
持

っ
と
考
え
ら
れ
る
。

②
多
声
音
楽
の
楽
譜
っ
き
キ
ャ
ロ
ル
写
本

0
・ω・8
写
本
・
寄
与

ω
o
E
Oコ
写
本

次
に
、
多
声
音
楽
の
楽
譜
付
き
キ
ャ
ロ
ル
写
本
群
と
め
い
写
本
の
比
較
を
す
る
た
め
、
両
者
に
共
通
し
て
収
め
ら
れ
た
キ
ャ
ロ
ル
を
み
て
い

。・
ω-g
写
本
と
が
共
有
す
る
二
篇
(
表
I
で
尚
日
福
音
書
記
者
聖
ヨ
ハ
ネ

-
h
O
キ
リ
ス
ト
降
誕
)
を
取
り
上
げ

く
。
ま
ず
、
己
写
本
と
、

る
。
福
音
書
記
者
聖
ヨ
ハ
ネ
へ
の
崇
敬
を
歌
う
キ
ャ
ロ
ル
は
、
全
て
の
節
を
己
写
本
と
共
有
す
る
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
降
誕
を
歌
う
キ
ャ
ロ

ル
は
、
全
四
節
の
う
ち
、
第
一

1
三
節
ま
で
共
有
す
る
。

次
に
、
己
写
本
と
〉
R
F
ω
巳
乱
。
ロ
写
本
と
が
共
有
す
る
キ
ャ
ロ
ル
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
を
比
較
す
る
。
こ
の
二
写
本
が
共
有
す
る
の
は
「
悔

(表
I
で
h
n
)
と
歌
う
キ
ャ
ロ
ル
、
キ
リ
ス
ト
降
誕
・
公
現
を
歌
う
キ
ャ
ロ
ル
(
表
I
で
恥
必
)

い
改
め
よ
、
そ
し
て
人
を
傷
つ
け
る
な
」

の
二
篇
で
あ
る
。
こ
の
二
篇
の
キ
ャ
ロ
ル
の
己
写
本
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
は
、
全
て
の
節
を
、
〉
R
F
ω
巳己

g
写
本
の
ヴ
ァ
l
ジ
ョ
ン
と
共
有

し
、
パ

l
デ
ン
の
み
異
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、

0
・ω-g写
本
、
〉
円
。

F
r
E
g写
本
が
そ
れ
ぞ
れ
∞

-
8
5
写
本
と
共
有
す
る
キ
ャ
ロ
ル
を
ヴ
ァ
l
ジ
ョ
ン
比
較
す
る
と
、
∞

-
8
5写

0
・ω-g写
本
・
〉
R
F
∞巳己

g
写
本
の
ヴ
ァ

1
ジ
ョ
ン
よ
り
長
く
、
詳
細
に
歌
う
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ

本
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
は
、

し
て
、
。
・
ω-g写
本
と
〉
R
F
ω
巳巳

g
写
本
は
、
∞

-E写
本
と
は
一
篇
も
共
通
の
キ
ャ
ロ
ル
を
持
た
な
い
。

以
上
、
共
有
す
る
キ
ャ
ロ
ル
ど
う
し
の
比
較
の
結
果
は
図
2
に
示
し
た
。
写
本
ど
う
し
を
結
ぶ
線
は
、
キ
ャ
ロ
ル
の
共
有
を
示
す
。
ま
と
め

る
と
、

0

・H

写
本
は
、
主
題
を
絞
り
込
ん
だ
、
あ
る
い
は
内
容
を
簡
略
化
し
た
点
に
お
い
て
、

ω-。
告
。
写
本
よ
り
も
、
∞

-E
写
本
・

0
・ω-g写

本
・
〉
R
F
∞
巳
門
目
。
ロ
写
本
の
三
写
本
群
に
よ
り
近
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
∞
・
忠
写
本
以
外
の
四
写
本
群
の
キ
ャ
ロ
ル
に
は
、
聴
衆

十五世紀イングランドのキャロル写本MS.Eng. poet. e.1に関する史料論的分析21 



へ
の
呼
び
か
け
部
分
が
存
在
す
る
と
い
う
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
は
、
己
写
本
は
、

ω
-
8
5
写
本
、
。
・

ω-g写
本
、
〉

R
F

ωえ
-g写
本
に
近
い
と
言
、
つ
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
結
果
(
図
2
参
照
)
は
、
第
一
節
で
明
ら
か
に
な
っ
た
、
写
本
の
体
裁
・
内
容
構
成
の
類
似
性
(
図
1
参
照
)
と
一
致
す
る
も
の
で
は

な
い
。

0

・H

写
本
は
、
体
裁
・
内
容
構
成
で
は
、

ω
-
8
5写
本
、
∞

-E写
本
に
類
似
し
て
い
る
が
、
共
有
さ
れ
た
キ
ャ
ロ
ル
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン

は、

0
・ω-g写
本
、
〉

R
F
r
E
g
写
本
の
も
の
に
よ
り
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
と
め
る
と
、
己
写
本
は
、
十
五
世
紀
の
類
似
写
本
群
の
中

に
お
い
て
、
主
題
を
特
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
数
多
く
の
英
語
キ
ャ
ロ
ル
を
収
集
し
た
写
本
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
も
っ
。
ま
た
、
聖
書
に
題

材
を
得
た
キ
ャ
ロ
ル
に
つ
い
て
は
、
主
題
を
絞
り
込
む
、
あ
る
い
は
簡
略
化
す
る
傾
向
が
あ
る
一
方
で
、
聴
衆
へ
呼
び
か
け
る
言
葉
を
付
加
、

(
位
)

あ
る
い
は
残
す
傾
向
が
あ
る
と
ニ
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、

0

・H

写
本
の
テ
ク
ス
ト
を
、
歴
史
学
の
史
料
と
し
て
取
り
上
げ
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
史
料
の
体
裁
・
構
成
内
容
を

再
検
討
し
、
十
五
世
紀
の
類
似
の
写
本
群
と
の
比
較
を
行
い
、
当
該
写
本
の
位
置
付
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

結
果
と
し
て
、
第
一
に
、

0

・H

写
本
の
書
記
が
ラ
テ
ン
語
を
解
す
る
人
物
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
類
似
の
写
本
群
の
中
に
十
五
世
紀
に
お
け
る

所
有
者
が
修
道
士
・
修
道
院
で
あ
っ
た
も
の
が
複
数
あ
る
こ
と
か
ら
、

0

・H

写
本
も
、
十
五
世
紀
に
お
い
て
は
、
ミ
ン
ス
ト
レ
ル
が
所
有
し
て

い
た
と
い
う
よ
り
は
、
修
道
士
や
修
道
院
の
も
と
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
第
二
に
、
写
本
の
大
部
分
の
キ
ャ
ロ
ル
に
つ
い
て
言
え
ば
、
聴

衆
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
人
々
は
、
聖
職
者
に
限
定
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
写
本
全
体
の
内
容
構
成
の
再
検
討
か
ら
、

「
書
き
方
」
と
「
書
か
れ
た
内
容
」
と
に
関
連
性
が
あ
り
、

0

・H

写
本
に
は
複
数
の
編
集
意
図
が
存
在
し
た
と
推
察
で
き
る
た
め
で
あ
る
。

第
三
に
、
同
時
代
の
類
似
写
本
群
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
己
写
本
は
、
様
々
な
テ
l
マ
の
英
語
キ
ャ
ロ
ル
を
収
集
し
た
と
い
う
特
徴
を
持
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つ
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、

聖
書
に
題
材
を
得
た
主
題
を
歌
う
キ
ャ
ロ
ル
に
関
し
て
は
、
主
題
を
絞
り
込
ん
だ
り
、
簡
略
化
し
た
り
す
る
一

あ
る
い
は
残
そ
う
と
い
う
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
に
歌
う
た
め
に
作
成
さ
れ
た
写
本
群
の
両
方
の
性
質
を
併
せ
持
っ
た
写
本
と
し
て
、

方
で
、
聴
衆
へ
呼
び
か
け
る
言
葉
を
付
加
、

を
収
集
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
反
映
し
た
写
本
群
、

し
た
が
っ
て
、

キ
ャ
ロ
ル

0

・H

写
本
を
再
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
当
該
写
本
に
現
れ
た
、
作
成
者
の
意
図
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
収
め
ら
れ
た
キ
ャ
ロ
ル
の
テ
ク
ス

ト
分
析
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、

。・
H

写
本
と
同
時
代
の
キ
ャ
ロ
ル
写
本
群
と
が
共
有
し
た
詩
に
は
、

世
俗
の
人
物
を
主
人
公
と
し
た
も
の

は
一
篇
も
な
く
、
特
に
、
女
性
風
刺
が
共
有
さ
れ
る
の
は
、

ゆ
い
写
本
の
テ
ク
ス
ト
分
析
を
行
う
こ
と
で
、

十
六
世
紀
の
写
本
群
の
み
で
あ
る
。
今
後
、
世
俗
の
人
々
を
題
材
に
し
た
キ
ャ
ロ

ル
も
含
め
て
、

当
該
写
本
に
現
れ
た
写
本
作
成
者
の
意
図
が
、

。・
H

写
本
中
の
キ
ャ
ロ
ル
の
聴
衆
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
人
々
の
、

文
化
的
背
景
を
明
ら
か

よ
り
明
確
に
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

に
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
。
・
H

写
本
の
特
徴
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
の
テ
ク
ス
ト
分
析
は
、
次
稿
に
譲
り
た
い
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、

、T
工

=・園田(
1
)
 

略
記
)
。
当
該
写
本
の
史
料
学
的
情
報
は
以
下
の
通
り
。

ωz=

E
R庁
(
)
民
。

E
・
回
(
)
門
口
巳
山
口
冨
ω・
開
口
問
・
匂
。
。
汁
0

・H

・
(
リ
。
ロ
件
。
旦
旬
、
認

印。口問
ωω
ロ巳

(
U
M凶

B
Z
(白
色
巳
M
N
E
開口開口
ω『)・ロ巳σ一

E
Z
H
Uけ

F
n
o
p

E
ミ
・
冨
m
Z
2
2
7
一
ア
唱
え
-
Z
E
B
U
2
c同
「
g
〈
2
一
色
町
。
-5ω
・

ロ
-
E
Oロ巴。ロ

O同
ω

円
)
何
日
間

m
X
H
N
H
E
E
×同日山
V
E
E
-
同】
E
n
Eロ
mmwロ門日

出巳
E
m一一
Z
C口角川
-
n♀
z
t。口一民・
HBHCmwロ
色
。
ω
目
。
印
山
円
。
目
。
門
戸
。
門
戸

R

HH
・5Nmw円
。
。
門
広
吉
巴
・

R
H
H
ム
同
一
「
hFf
印
J
民・
hHH'印
。
一
ロ
ロ
m
w
z
o
g

門目立
2
B
E。
匹
。

g
]
Z江。ロ・民・印、吋ふ
N一
C
ロ
mwρ
巳
円
。
。
向
。
向
。
-Zω
・

ボ
ー
ド
リ
ア
ン
図
書
館
所
蔵
写
本
の
カ
タ
ロ
グ
で
は
冨
戸

開口問
-
U
0
2
・
0
・H

と
表
記
さ
れ
る
。
冨
包
m
w
p
m，s
(

い

S
E
R
-
国・出・
H
S

S
乱ロ
g
g
-
E
'
J
S
E
m
-
z
z
k占
を
還
さ
ミ
(
リ
QHQ目。
h
ミ
ミ
ぎ
た
ミ
ミ

ミ
ミ
史
的
ミ
B

S

S
内
切
。
ミ
ミ
ロ
ミ
ヒ
マ
ミ
H
C
M
問
。
三

E
S
E
-∞ωω-

z。・
NSωhp・
(
以
後
L

山
川
町
尽
き
さ
む
ミ
(
リ
ミ
ミ
高
ミ
と
略
記
)
。
当
該
写
本

の
R
E
円
-aS〈
・
が
、
十
五
世
紀
に
作
成
さ
れ
た
フ
ォ
リ
オ
で
あ
り
、

本
稿
の
分
析
対
象
で
あ
る
。

RHH-BHC〈
1
8円
・
目
。
印
〈
・
は
十
九
世
紀
の

製
本
段
階
で
付
け
ら
れ
た
白
紙
で
あ
り
、
本
稿
の
分
析
対
象
か
ら
除

外
し
た
(
内
は
フ
ォ
リ
オ
、
円
・
は
フ
ォ
リ
オ
表
、
〈
-
は
フ
ォ
リ
オ
裏
の

h
E
n
F
d司。コ日
ω一
Z
。口。・

C
E
B
E
m弓}内閉山一

Z
。ロ。・日
}
E
E
Z
m
E
O
R

Z
。口。・ロ
R
O
B
i
t。口一一∞円
ωーの}向。
Z
4
2
5
戸
市
自
己

g
-宮
町
己

3
1
B
2・
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Century: 1符cludingKele's Christ鰐 asCarolles Newely 

Inprynted， Reproduced in Facsimile 斤omthe Copy in the 

Huntingt鰍 Library，C組合ridge，時32.

(詩) e.l加、*廿'照W' 嶋ニ写会てトム~胡むのうご~模e

壬エヰミ言母占ミヰド;二時G けな察当F 十キミ単語な4 なや持母。

ASum鰐αη，cαtalogue.お0.29734.

(お) A 5ummary Catalogue， NO.29734.秘ゃいけ品川蜘rrjT印

事&~~• .:'i¥やか守マミ込i1機持母G

(~) 縮会J濯や模~離に恕，. ~1話相君主会必崎Ç'I ~fJAJ 帯主'l@:

堂記な繰互主謀議込書室や~~窓会民、，....J-R占令長崎。翠艶-K許今号

室長さ~r{;l長ぎなり彰!追込ふるr{;l 0 強議幸子J叫きとr{;l 0 ~~ミF

4年J説碍報士!' No.1 -R &No.5 E;;サ品川口弐 4尚早J嶋~主固なさと約4

¥J ，:; r{;l0 

(~) e.l制、*!.l.~r{;l蕪幣 :!0 エいさ!' ~1んも1偽m~O Dufay， 

G. and Stainer， J.， Early Bodleia銭 Music，vo1.2， London， 

1898， pp.182-4.けな護持ii叫£出'

同榊倒的く峠:!増設うご~Iト 1ト λ柑(制H ~No.55) E;;端憎E;;'

。幅譲AJ範謎おlI11ll:二軍，....J-I主'霊堂乏な最E;;火器弘、，~

AJ台市04ミ安い巌審議会i轍〉議長譲J'武村議申認を俗語小骨糸口三ミ

(Noβ5) E;;機製Et3Pf認知巳.Jl起4ミヰヰ時制場経理器官J~持母。

撲E;;-I-ト毛~O 弐とよなれJ嘉手f楽結 (No. 64 E;;-I-ト伊忠夫E;;

て{fト入結tR) :!;2' けな糟術、下.J:!;2部4ミ£い34ポユ O

(~)嬬H~乏SP ミ20

(~) 窓者言;玄思議とよ吋時AJ' 吋 11♀静止SirMarkeAJシゃ

〈選手!.l. í~='tくþ- tく建咋今-0 弐など走J AJ.....J ¥Jil F長 λニム甑

，~=， 入、例年~0 ド，:; r{;lo Littlehales， H.，ed.， The Medieval 

Records 01 a Lond問 CityChurch (5t. Mary at Hill) 

A.D.1420・1559，Early English Text Society (~~E.E.T.S. 

AJ響詩入 OriginalSeries， Nos. 125， 128， London， 1904る， pp. 

54， 378乱. 
(~誌5) Z誌ヰ !トト 4偽申忌いj 欄帆1盟臨~O Ro仙bb凶1I附1時s，R.日

Processiona叫1Hymr滋lS札乙 5tudies in Philology 5惑 (1959)， ， 

明1)ICヘ

ーヤ

守マトぞ¥?く?¥守マ…ニム→〈ミキてャ='1マ弐，守宅ムれ

354. リE;; M万件以:!;2[笠宮年 eゅ~"Jm~込えと♂必， -1ヤ伊口

会主込<R翼要約£もJ二r{;l0 Dy boski， R.， eム50匁!gs，Cαrols， a銀d

Other Miscellaneous Poems， E.E.T.S.， Extra Series， No.l01， 

London， 1907. 

pp.559酬582.

(民) Greene，op.cit.， pp.cvii-cvix. 

〈さミ) Whiting， E. K. ed.， 括 ePoems 01 John Audelay， E.E.T.S. 

Original Series， No. 184， London， 1931， pp.vii刷xi;Taylor， 

A.，寸heMyth of the Minstrel Manuscript'， 5Peculum 66 

(1991)， pp. 43・73，esp.p.65; Greene， op.cit.， p.317. 

(お) ;JE;;民、*さまF 川入?くムムミミ AJ' 量~鱒都心る'モト蝉ぎ思議室

~lトλ~ !.l..çqニい P 毛主~，....J~総指r{;l 1そ!ト >n =，-!.l.令議室

杓必時.，pE;;やさま布"./1'年早 l同 Li 翻K~-S:'~帽のひいニ ~~J川申1時

が窓AJ~ 苧い，:;r{;lo 

(~) MS. 
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(ミ~) Greene， op.cit.， p.316. 

(司) Greene， op.cit.， p.316. ~ ~ ~λ穏当";:'ミド-~苦言駅下J桝

特有て)~いs. ~O Boffey， ].， Manuscripts 01 English Courtly 
Love Lyrics in Late Middle Ages， Manuscript Studies 1， 

Cambridge， 1985， p.26 ; Taylor， op. cit.， p.64. 

(埠) Freeman， J. 1.， The Postmaster ollPswich; William 

Stevenson Fitch: Antiquaryand Thief， London， 1997， pp.99-

(蝋H \':J:!1妥 ~)O

p、
小司

102. 

(事) lbid.， p.lOO. 

(出) ト~~\y入 LL 吋~..\J' î\ ヤトか :i持!宥れJ~~組 Qe.1

刷、*~傑l劃当~fι~~型pO 1 〈同E叶*~' トヤト今月込

......0 ・ 4毛~.þr-!弐 ~~t~宥P 長~.þr-!会主<ド同岡崎~-t:\

~tく 1トャ ~Q→マーぞ¥F入m入 LL坦ロEFFLJ et思F ←.î1~中

~'~トトー弐 Qf話帳(時前『・穴ヤ.t-~~引い~J製~' 1<<キユ

社， ，司令 ~::t...~ ト入国制E題斗吋ゃい1回エ醤♂~' 部W~附~O

Freeman， op.cit.， p.lOO; A Summαη Catalogue， N 0.29734.ト

ヤト牛込トヤム~，.坦崖杓~~件下ノ恒(R~明~~'仲*~

~月十ド堪鑑:」悪品必至エム4小Li持基ヘミヰ} f J戸lJ' トヤれか eぼ~'

1 <.1(亘社:L lトヤムるャト rくむヤトホ会J~官~' e.1仲*~

0 エド掘り ~fJ 心 ~0 ェ ν当'~ドー総盟~O Journal 01 the 
British Archaeological Association， vol.xxi (1865)， p.175. 

jDenney， A且，‘WilliamStevenson Fitch， 1792・1859'，The 

Proceedings 01 Suffolk lnstitute 01 Archaeology， XXVIII Part 2 

(同) A Summαry Catalogue， No.29734. 

(お) Greene， op.cit.， p.317; Taylor， op.cit.， p.63. 1トヤ1トーさ主

主m~' 制E日〈笠岡昼尽 Ql1H和特許e ト 4マ ~1マ;{d制E哨tJ' 世主~:!1<H1

い凶 Liι-6~..\J ~~0 ~-R~' 1100111社部制， ~~一入穏

化J1ゃ(盟主炉 ~rn翼連生長1持。 ν エ ~fJ ..\J'\トJ' トャ 1トーさ主桝栴:L~実

~æ::♂-R ~~~O 

(お) ff.11-16. ff.l7-22，正23-28 (27 ..\J伸n~;{dと杓~~ト令子

告 11神特4みl相や)， ff.28-33為市~~~K融会1騒υ40-4ミキJ~半E

f-.'包34-41存hp〈神棋会ιC布均年ト..，0 Taylor， op.cit.， p.65. 

(沼) f. 33..¥Jf. 34Q m!:~~~:!1' -\ヤ伊口会 e主張む誌側~~~

f J ..\Jやv崎容ト.....~~星;ミいs. ~O 

(お) FRLヒ杓￡トQ~~' .....・〈入、ー~-t-6ゃいけ ~þrp*Q仲J

3h選土...0~' 日里帰， BL. MS. Add. 25478..¥J布。ぃ;二時。 再三1と

以察当~fιQt軍!~O Wright， T.， ed.， Songs and Carols Now 

First Printed斤oma Manuscript 01 the F:併eenthCentuη1， 

Percy Society， London， 1847. 

(宕) lbid.， p. vii. 

(弓) ASummαηCαtalogue， NO.29734. 

(~) Robbins， R. H.，‘The ear1iest carols and the 

Franciscans'， Modern Language Notes 53 (1938)， pp. 239-

245; Robbins， R. H. ed.， Secul，αr Lyrics 01 the 14thαnd 15幼

centuries， Oxford， 1955， p.xxvi.ロUλrく為~認\ J 絡む~-\ヤ

伊口弐さ!'e.1仲*早J:!1' I題吋やFI話会J~ いエ~æRゐ F
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円
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括
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冨
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込
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m
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Z
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円向。
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宮
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予
知
宍
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凡
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札
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N
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ミ
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刊
誌
ぬ
き
柄
。
る
ご
富
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-
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問
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ぬ
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お
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リ
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思
議
史
認
叫
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E
S
S
H
言
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¥
込
史
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な
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守
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応
、
h
む
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ミ
ミ
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N刊誌
h
N
S
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hmHHH
宵
区
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。
・
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g
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p
u
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8
・
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p
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g
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〉
-
w
h
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h
刷
之
助
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nkA叫町内制的、町、
h
ね
な
加
な
思
惑
ミ

岡
高
志

M
H

・h
H

〈
0
2
2

〉

Z
E
Z
P
5
g・
2
℃
・
ぐ
。
戸
匂

-E∞
・
以
下
h

h
さ
hHh
凡
師
寺
込
叫
NRE
と
暗
記
。
こ
の
中
世
の
言
語
地
図
に
お
い
て
は
、

江
写
本
の
書
記
B
に
つ
い
て
は
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。

(
印
)
グ
リ
ー
ン
が
挙
げ
た
、
ヨ

l
ク
シ
ャ

l
方
言
の
具
体
例
は
、
諸

の
頭
の
キ
ャ
ロ
ル
に
出
て
く
る
唱
。
噌
日
)
(
}
喰
U
0
・U
O
場
と
い
う
フ
レ
ー
ズ

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
グ
リ
ー
ン
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ

l
で
舎
か

れ
た
十
六
世
紀
の
劇
に
出
て
く
る
、
勝
を
追
う
際
の
掛
け
声
と
同
一

で
あ
る
と
い
う
。
詳
細
は
以
下
を
参
照
。
。
円

2
5・もも
-
n
R
F
U
・ω∞戸

中
世
の
言
語
地
図
で
は
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
な
い
。

(
訂
)
こ
の
よ
う
な
書
き
方
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い

て
は
、
特
に
写
本
の
前
半
部
分
に
関
し
て
テ
イ
ラ
ー
が
指
擁
し
、
書

記
の
交
代
に
伴
う
も
の
と
解
釈
し
た
。
し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
こ

0
0
一
一
一
年
現
在
、
テ
イ
ラ
ー
は
、
書
記
は
、
こ
の
場
所
で
は
交
代
し

て
い
な
い
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
注
初
参
照
。

(
臼
)
書
記
B
は
、
当
初
空
白
部
を
残
し
て
改
行
す
る
方
法
で
書
い
た

が
、
払
川
伍
か
ら
、
名
キ
ャ
ロ
ル
の
壌
討
に
は
、
約
一
行
分
の
空
白
の

み
を
残
す
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
日
)
さ
ら
に
、
キ
ャ
ロ
ル
に
描
か
れ
た
内
容
を
見
る
と
、
基
本
的
に

は
ニ

1
間
篇
ず
つ
似
通
っ
た
テ
!
?
が
並
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
。

た
と
え
ば
恥
3
、
4
は
ど
ち
ら
も
風
刺
、
恥
問
、
却
は
ク
リ
ス
マ
ス

ソ
ン
グ
で
あ
る
。
ま
た
、
ぬ
幻
「
妻
に
尻
に
敷
か
れ
て
い
る
男
の
嘆

き
」
と
尚
沼
「
独
身
の
、
旅
行
く
男
の
歌
」
が
並
ん
で
い
る
の
は
、

一
一
篇
の
キ
ャ
口
ル
を
対
比
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
福
音
書
記
者
聖
ヨ
ハ
ネ
を
歌
っ
た
三
篇
は
ま
と
ま
っ
て

い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
一
回
に
数
篇
単
位
で
収
集
、
あ
る
い
は

書
写
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

(
弘
)
残
り
九
写
本
は
ど
れ
も
M
m
w
の
キ
ャ
ロ
ル
の
第
一
節
の
み
を
祈

り
の
言
葉
と
し
て
収
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
表
I
参
照
。

(
出
)
各
写
本
の
名
称
は
、
表
I
参
照
。
十
五
世
紀
に
作
成
さ
れ
た
と

設
わ
れ
る
写
本
群
の
う
ち
、
後
世
の
寄
せ
集
め
で
は
な
く
、
作
成
当

時
の
形
を
残
す
写
本
で
、
初
期
の
所
有
者
に
つ
い
て
推
定
さ
れ
て
き

た
写
本
群
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
写
本
以
外
に
、
以
下
の
も
の
が

あ
る
古
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
広
戸
別
伶
・
HaMN
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
富
山
・

0
・む・
ω∞
・
イ
エ
ー
ル
大
学
図
書

館
宮
戸

ω
訟
の
三
写
本
で
あ
る
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館

広
伊
同
ぽ
・
ピ
N

は
ブ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
修
道
士
ジ
エ
イ
ム
ス
・
一
フ
イ
マ
ン

が
作
成
・
収
集
し
た
キ
ャ
ロ
ル
を
収
め
た
写
本
(
本
稿
一
章
二
節
参

照
)
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
云
∞
・

0
・∞・誌

は
、
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
ワ
}
修
道
院
の
修
道
院
長
の
手
紙
の
写
し
(
十

五
世
紀
半
ば
)
を
含
み
、
同
修
道
院
と
の
関
連
が
有
力
視
さ
れ
て
き
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た
。
の
5
0
5唱。も・ミ
F
-
U
・ω
N
∞
・
イ
ェ

l
ル
大
学
図
書
館
冨
∞
・

8
印は、

十
五
世
紀
の
コ
モ
ン
プ
レ
イ
ス
・
ブ
ッ
ク
で
、
十
六
世
紀
初
頭
の
所

有
者
は
、
サ
フ
ォ
ク
州
の
ロ
パ

l
ト
・
メ
ル
ト
ン
と
い
う
名
の
富
裕

な
ヨ

l
マ
ン
で
あ
っ
た
。
イ
ェ

l
ル
大
学
図
書
館
冨
ω・
ω
8に
つ
い

て
は
、
以
下
を
参
照
。

ω
B
E
Y
「
叶
，
z

k

曲
町
。
遣
さ
還
を
お
町
内
切
さ
除
ミ

忌
内
向
刊
を
お
お
忌
心
ミ
ミ
ミ

F
。
E
8・
5
∞∞一口
ω丘
2
・

z・・弓
SIGn-。

司令、
h
w
Q
3
弘
司
、
。
h
遺
偽

S
F
開・何・叶，・印
z

∞
C
U
H
)
『

E
ゆロ
E
3
1
ω
2・ぽ
ω
「

円、。ロ門目。ロ山口門日

z
o
t司吋。吋
F
S
J
1
0・
U
U
-
Z
E
'宵
庄
一
ロ
ロ
片
岡
M
1

・。
h
v

・ミ
H
-
w

u
u・日1
h
H
h

印一
(
U

円mwmwD0
・。も・丘町・・ロロ・
ωωhpωω
何
回
。
民
31ω
ロ門同叶，
F
。
BUω
。
P

。、・
2
一時・・ロ
-N由

ω・

(
日
)
の
円
m
山内山口
0

・。、-qRb・

ωH
∞・

(
訂
)
ω
Z
m
g
o
写
本
、

0
・ω
-
g
写
本
は
、
ど
ち
ら
も
一
四
二
五

1
五
O

年
が
作
成
年
代
と
さ
れ
る
が
、

0

・H

写
本
と
類
似
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
き
た
巴

8
5写
本
か
ら
分
析
を
始
め
る
た
め
、

ω
-
8
5
写
本
を

先
に
示
し
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
四
写
本
群
の
う
ち
、
∞

-
8
5
写
本

に
つ
い
て
は
一
次
史
料
を
、
。
ω・
印
∞
写
本
と
〉
R
F
ω
巳門戸

g
写
本
に

つ
い
て
は
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
確
認
し
た
。

ω-E写
本
に
つ
い
て
は
、

刊
行
史
料
を
参
考
に
し
た
。
こ
の
写
本
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
一
次

史
料
あ
る
い
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
確
認
す
る
予
定
で
あ
る
。

(
回
)
最
も
多
く
の
キ
ャ
ロ
ル
を
め
-
H

写
本
と
共
有
す
る
の
は
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
べ
イ
リ
オ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
写
本
冨
ω・ω忠
(
本
稿

一
章
二
節
参
照
)
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
十
六
世
紀
に
作
成
さ
れ
た
写

本
で
あ
る
。
キ
ャ
ロ
ル
の
発
展
を
知
る
た
め
に
は
両
者
の
比
較
が
有

効
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
同
時
代
の
類
似
写
本
群
と
の
比
較
か
ら
、

こ
の
写
本
の
書
記
・
所
有
者
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
、
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
べ
イ
リ
オ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
写
本
宮
∞
・
ω
忠
は
取
り
上

げ
な
い
。

(
印
)た。

∞
]
8
5
写
本
も
、

T
・
ラ
イ
ト
に
よ
っ
て
最
初
に
刊
行
さ
れ

ヨュち
F
H
J

邑
z
'
切
喜
怒
お
お
色
町
む
さ
な
kv。
き
お
足

g
sミ芝
S

S
。
切
込
客
足
S
S達
。
¥
忌
町
、
3
S
3
S
Sミ
ミ
ミ
円
、
。
ロ
門
目
。
P
E
g
-

盟。

8
0写
本
は
、
よ
り
大
き
な
写
本
の
一
部
が
残
っ
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
写
本
に
は
、
二
度
頁
付
け
を
し
た
跡
が
あ
り
、

現
在
の
頁
番
号
の
前
に
、
横
線
を
引
い
て
消
さ
れ
た
頁
番
号
が
存
在

す
る
。
そ
の
消
去
さ
れ
た
頁
番
号
の
う
ち
、
冒
頭
の
四
七
頁
分
の
フ

ォ
リ
オ
が
現
存
し
な
い
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
そ
の
部
分
は
、
失

わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
写
本
の
、
現
存
す
る
第
一
葉

に
書
か
れ
た
キ
ャ
ロ
ル
は
、
冒
頭
部
が
欠
落
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

(ω)
ロ
印
〈
・
ロ

P
Z叶
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
三
人
の
書
記
に
よ

り
、
メ
モ
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
グ
リ
ー
ン
に
よ
れ
ば
、
全
て
十
五

世
紀
の
筆
跡
で
あ
る
。

(
臼
)
宮
内
w
n
F
Z
ω
F
k占
ト

g
hミ
切
な
の
kAHNhNF

〈。
-
-
r
H
)
・
H
H
5
・
ま
た
、

∞
-080写
本
に
収
め
ら
れ
た
一
篇
の
キ
ャ
ロ
ル
に
ノ

l
フ
ォ
ー
ク
の

地
名
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
近
辺
で
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

(
臼
)
た
と
え
ば
ロ
ビ
ン
と
い
う
名
の
男
が
従
者
と
と
も
に
戦
う
、
七

六
行
か
ら
な
る
パ
ラ
ッ
ド
、
世
俗
領
主
に
仕
え
る
男
が
「
奉
仕
し
て

も
報
わ
れ
な
い
」
と
歌
う
キ
ャ
ロ
ル
な
ど
が
あ
り
、
写
本
中
の
約
三

割
が
、
世
俗
の
人
々
を
主
人
公
に
描
い
て
い
る
。
者
吋
日
間
日
H
F
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M

山s
h
旬
き
礼
町
お
さ
な
、
、
。
遺
a
h
向。ミミ旬門司会
H
S
H誉
回
3.H
な
&
ミ
S
S選

ミ
.S句、
3
2ミ
HE
町内ミミミ・

(
臼
)

(
臼
)

〈。一
-r
匂・

8
・
こ
の
写
本
の
キ
ャ
ロ
ル
・
楽
譜
は
、

ド
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

ζ
巳
己
山
口
門
戸
]
・
〉
・
司
・
・
。
子
同
誌
也
容
。
刷
、
。
目
的

。
¥
忌
町
、
ミ
ミ
ミ
HE
町
内
ミ
ミ
ミ
冶
、
。
選

h
N
h
h
u
・
周
忌
弘
法

HE
句
史
守
ミ
ミ
ミ

同コミミ守(リミ町内
h
h
y
(
リミミ
~v
ミ
A
h
h
p
F
C
ロ【同。
P
】∞匂戸

(刀
)
H
J
E
o
-
甘
え
・
司
・
¥
開
口
m
-
2
F
印。口問
ω

E

F

o

E
∞・印巳門目。ロ回・
N
q
・

k占ミ
-hN
凡h
N
M
門M円M円三
(HmvHN)
唱℃同)・
u
ーや
HHUW
。ω
U
-
U
・∞
O
一の】
100
ロ
0
・。
hv
・ミ叫・・

F
・
メ
イ
ト
ラ
ン

。円
mw
角川口
my
。hv
・内込町・・日}・
ω
。。・

ζ
何回n
E
Z
ω
F
h
h
s
hミ旬止符
k由
時

N
2
・〈。
-
-
Y
℃
・
宏
一
の
5
2
m
y

も・町民叫
-
-
H
)

・
倍
。
・
全
て
の
書
記
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
東
部
の
方
言
を

用
い
て
い
る
と
さ
れ
た
。

(
臼
)
の
H10
めロ
0
・。も・ミ叫
--H)
・ωNA
山一吋山
M1FH1
・。も・江町・
-
U
・。仏・

(
侃
)
一
六
葉
の
内
二
葉
が
失
わ
れ
た
と
一
百
わ
れ
る
。
こ
の
写
本
は
持

ち
運
び
ゃ
す
い
一
方
、
高
価
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
叶
白
山
1
F
F
円程・町民同・
-U-AWKH
・

(mw)

女
性
を
鉄
や
針
な
ど
に
た
と
え
る
風
刺
詩
、
向
こ
う
見
ず
の
ジ

ヤ
ツ
ク
(
』
仰
の
}
内
問
R
E
g
ω
)

と
い
う
人
物
を
語
り
手
と
し
た
キ
ャ

ロ
ル
、
恋
愛
を
主
題
と
す
る
キ
ャ
ロ
ル
が
含
ま
れ
る
。
刊
行
史
料
と

し
て
以
下
を
参
照
。
』
ω
E
g
w

冨
・
同
・
山
口
門
日
冨
何
回
n
Z
E
M
-
-

の・
(
U
-
-

Rm，同一い
OmMD
己
H
のめロ

4

いロコ可(リ
ω
円。日
ω
ω
ロ
門
目
。
己
HO
吋
司
宮
内
mM閉

山

J

』向。民ミ、ミ

℃・
ωHAH-

こ
の
写
本
が
九
人
か
十
人
の
子
に
よ
る
の
は
、
何
人
も
の
書
記
が
、

書
き
継
い
で
作
成
し
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
注
九
参
照
。

(
η
)
C
・

ω-g写
本
と
共
有
さ
れ
る
ア
ジ
ヤ
ン
ク

l
ル
・
キ
ャ
ロ
ル
、

鋤
(
立
。
c
m
F
)

で
早
く
耕
そ
う
と
呼
び
か
け
る
キ
ャ
ロ
ル
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
ウ
・
マ
ン
デ

1

9
z
z
m
-
E
Z。
足
当
)
に
、
聖
堂
付
き
の
聖
歌
隊
に
よ
っ
て
歌
わ
れ

た
と
グ
リ
ー
ン
が
推
察
し
て
い
る
。
の
E
g
o
-
も
-n
凡叫
--H
】・ω
5
・

(
刀
)
司
ω
巳
巳
問
。
吋
門
戸
も
・
ミ
H
J
U
H
)
・∞
φ
H
H
印・

(
九
)
グ
リ
ー
ン
は
、
こ
の
写
本
中
の
キ
ャ
ロ
ル
は
、
ウ
ス
タ
l
大
聖

堂
付
属
の
聖
歌
隊
に
よ
っ
て
、
祝
日
の
、
典
礼
後
に
歌
わ
れ
た
と
推

測
し
た
。
ま
た
、
先
述
の
ウ
ス
タ
l
大
聖
堂
の
会
計
記
録
に
、
一
五

一
八
年
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
、
キ
ャ
ロ
ル
の
歌
い
手
た
ち
に
、
一
六

シ
リ
ン
グ
」
、
「
キ
ャ
ロ
ル
を
書
い
た
書
記
リ
チ
ャ

l
ド
に
、
六
シ
リ

ン
グ
八
ペ
ン
ス
」
支
払
っ
た
旨
記
さ
れ
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
も
指
摘

す
る
よ
う
に
、
外
部
か
ら
の
訪
問
者
の
歌
っ
た
キ
ャ
ロ
ル
が
、
写
本

に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
事
実
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〉
R

F

r

E

S
写
本
も
、
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
書
き
留
め
ら
れ

hhN
ミ-hNhhNhh
川
町
内
せ
な
さ
∞
(
同
中
日
ω)
唱℃同)・。∞
E

∞日
1.

(侃
)

0

・H

写
本
に
特
徴
的
な
こ
と
と
し
て
は
、
盟
。
告
。
写
本
、
∞
・
忠

写
本
と
比
べ
る
と
、
先
に
述
べ
た
楽
譜
の
存
在
の
他
に
、
女
性
風
刺

を
数
多
く
収
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

(ω)
現
存
す
る
キ
ャ
ロ
ル
写
本
群
の
中
で
、
巻
物
に
書
か
れ
た
唯
一

の
例
で
あ
る
。
巻
物
の
裏
面
に
は
後
の
時
代
の
手
で
ラ
テ
ン
語
の
ミ

サ
曲
(
聖
三
位
一
体
、
コ
ー
パ
ス
・
ク
リ
ス
テ
イ
)
が
書
か
れ
て
い

る
。
こ
の
写
本
の
方
一
言
は
、
中
世
の
言
語
地
図
に
よ
る
と
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
中
東
部
の
も
の
で
あ
る
。
冨
m
R
F
Z
ω
F
w
k山
h
s
h
N
h
主民向
k占HNQ
伺・
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多
く
の
書
記
の
手
が
確
認
さ
れ
る
の
か
も
し

グ
リ
ー
ン
の
指
摘
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
。

5
8
0唱

。、
-nRH-b
・2
印
・
ま
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
例
で
は
な
い
が
、
中
世

末
期
に
お
け
る
聖
歌
隊
の
構
成
員
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
山

本
成
生
「
カ
ン
プ
レ
!
大
聖
堂
の
聖
歌
隊
中
世
末
期
の
「
音
楽
家
」

の
あ
り
か
た
に
関
す
る
一
考
察
|
」
(
『
史
学
雑
誌
』
一
一
二
三
号
、

二
O
O
三
年
)
五
六
l

七
九
頁
。

(
万
)
の
円
。
。
ロ
0

・。
hv-np-U・ω
同日・

(
祁
)
後
の
時
代
に
は
、
〉
R
F
F
E
S写
本
の
よ
う
に
、
世
俗
の
手

へ
と
受
け
継
が
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
世
俗
の
人
々
が
所
有

し
た
写
本
群
で
は
、
空
白
部
分
に
何
ら
か
の
メ
モ
や
手
紙
の
写
し
な

ど
が
記
入
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
に
対
し
、

0

・H

写
本
に
は
空
白
部

が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

(
け
)
の
円
。
。
ロ
0

・。
h
u

・町民同・
-U-nuRR・

(
沌
)

0

・H

写
本
に
収
め
ら
れ
た
キ
ャ
ロ
ル
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
比
較
を

行
っ
た
論
考
と
し
て
、
以
下
を
参
照
o

d
己
OM--

司
-
F
1

云「
F
O
D

Z
Z己
g
E
司
宮
古
円
切
ユ
ロ
mω

司
ミ
任
問
。
自
ω
問。

RNVSN符
ミ
芯
言
。
¥

H
F
ぬ〉向。吾川、足
h
a
ミhNhhHh
内
』
訟
三
宮
足
。
芯
。
¥
k
A
選
ミ
、
民
向
。
。
。
(
H
m
v
h
片
山
)
-

EYω
怠
山
印
日
・
こ
の
論
考
は
、

0

・H

写
本
の
防
犯
の
女
性
風
刺
キ
ャ
ロ

ル
を
、
他
写
本
群
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
と
比
較
す
る
も
の
で
、
そ
の
際
、

ど
の
節
を
ど
の
ヴ
ァ

1
ジ
ョ
ン
と
共
有
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
重
視

し
て
い
る
。

ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
比
較
に
あ
た
り
、

た
も
の
で
あ
る
た
め
、

れ
な
い
。

切
ミ
之
助
訟
足
史
的
ミ
き
も
¥
忌
。
『
ミ
ミ
ミ
松
町
内
ミ
ミ
ミ
一

γ
B
2
8門

山

富
忠
告
-mF
も・町民
F

・

s-。
∞
'
∞
吋
一
司
包
巳
沙
門
子
。
も
・
号
、

8
・吋也
E

口町一

冨
巳

E
E・
e・町民『・・
3
・N
E
O
N
-

(
鈎
)
盟
。
告
の
写
本
と
〉
R
F
m巳仏

g
写
本
、
盟
。
告
。
写
本
と
∞

-E

写
本
に
も
、
共
有
さ
れ
た
キ
ャ
ロ
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
二
篇
あ
り
、
そ
の

全
て
に
お
い
て
盟
。

go写
本
の
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
の
方
が
長
く
な
っ

て
い
る
。

(
別
)
十
五
世
紀
に
お
い
て
は
、
体
裁
や
構
成
内
容
の
異
な
る
写
本
で

あ
っ
て
も
、
地
域
差
が
な
い
テ
l
マ
で
あ
れ
ば
、
同
じ
よ
う
な
詩
・

キ
ャ
ロ
ル
が
収
め
ら
れ
た
と
推
察
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、

頻
繁
に
描
か
れ
た
、
聖
母
マ
リ
ア
賛
美
や
キ
リ
ス
ト
降
誕
に
つ
い
て

は
、
ヴ
ァ

I
ジ
ョ
ン
ど
う
し
が
か
な
り
異
な
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
キ

ャ
ロ
ル
・
テ
ク
ス
ト
の
詳
し
い
分
析
か
ら
、
当
該
写
本
の
作
成
者
の

意
図
を
、
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
幻
)
こ
の
点
で
は
、
己
写
本
は
、
巴

8
5
写
本
や
∞
・
忠
写
本
に
比

べ
、
実
際
に
歌
う
た
め
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
の
高
い
〉

R
F

F
E
B
写
本
、

0
・ω-g写
本
に
よ
り
類
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

示
し
、
聴
衆
を
意
識
し
た
写
本
に
近
い
、
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き

る。
(
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
博
士
後
期
課
程
)

(
乃
)た

以
下
の
刊
行
史
料
を
参
照
し

当
ユ

m
E・
M
Eミh
M
h
g
色
町
む
さ
目
的
、
。
達
。
ミ
hN3Hh
号
、
宮
町
民
S
H
E
。
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表 1 e.l写本の内容
衰の見方

1 紙幅の都合により、 e.l写本に収められたキャロル・詩の第一行自の引用は行わず、それぞれの主な内容を示した。

2 書き方の特徴を次のように略記した。 a:頁の最上部から書き始める。産前のキヤロルとの間には空白部が残され、改

頁されている。 b:キャロルの境目には空白を残さず、横線あるいは印 (paraph)を書いて区切る。改頁は行わない。 c:
キャロルの境目には一行分程度の空白を設ける。改頁は行わない。

27と番号を付けられたフォリオが2葉ある。 folioの欄で、 27'は、 27と番号を付けられた 2葉目のフォリオを指す。

略記した写本群は次の5写本。[1 ]BL. MS. Sloane2593， [2] Cambridge， Trinity College， MS. O. 3. 58， [3 ]Oxford， 
Bodleian Library， MS. Arch. Selden B.26， [4 1Cambridge， St. John's College， MS. S54， [5 10xford， Balliol College， 
MS.354 
No.63のキャロルの第1節が以下の9写本に存在。以下の写本群中では、祈りの文句であり、キヤロルではない。 Oxford，
Bodleian Library， MS.Douce 54; Oxford， Bodleian Library， MS. Rawlinson C.48; Oxあrd，New College， MS. 310; 
Oxford， Bodleian Library， MS. Gough Liturg.7; BL. MS. Arundel 285; BL. MS. Harley 2851; BL. Add. MS. 
27924;‘Billyngs' MS.; Cambridge， Trinity College， MS. 0.9.38 

3 

4 

5 

No. folio 書記 書き方 内容 同じキャロノレを収める他写本

llr-llv A a 受胎告知(ラテン語)

2 12r-12v A a 修道院長への風刺詩(ラテン語)

3 13r A a 遺言執行人への風刺詩

投賢いもの3つ、弧、修道士、女。怒るもの3つ、随、
4 13r.・13v A b 

蜂、女。

(図) 13v 不明 迷路のような図。着色なし。

5 14r A a 受胎告知、キリスト降誕(フテン語〉

6 14r・15v A b 不運を嘆く男:運命の女神にみはなされた。

7 16r A a キリスト降誕

8 16r-16v A b 
何事も変わりゃすく信じられないが、神のみが我らに

安らぎを与える。



年内
m
S縄
本
川
閣
の
叫
が
毘
け

-2.zoa-MW口
同
.
∞
冨
時
仲
弐
口
、
r
サ

eL
入
小
、
入
ヤ
曜
劇
同
十

p。
σ勺

9 16v・17v A b 信じられる友人はまれである。

聖母マリアの子守唄 [5J; National Libr. of Scotland， MS. 
10 17v.18v A b Advocates 19.3.1; BL. MS. Royal 

Appendix 58 

11 18v-19v A b 処女懐胎、キリスト降誕、キリスト公現

12 19v A b 受胎告知、キリスト降誕、キリスト公現

13 20r A b キリスト降誕 [1 J ; Bodleian Libr. MS. Ashmole 189 

14 20r.・21r A b 
聖母マリアの子守唄:嬰児キリストが、自らの受難を予 Cambridge Uni. Add. MS. 5943; BL. 
言する。 Add. MS. 5666 

15 21r A b キリスト降誕

16 21r-21v A b 
聖母マリアの5つの歓ぴ(受胎告知、キリスト降誕、公 [1J; [5J 

現、復活、最後の審判)

17 21v A b 
ほとんど盲目の男への治療法:一日中風に向かわせ、

煙の中におきなさい。

18 22r 
A 

b 
舌に気をつけろ。心に何があろうと、言うことに気をつ

けなさい。

19 22r・22v A b 降誕節の祝日 [lJ 

20 22v.・23r A b 
Boar' s Head Carol(渚の頭のキャロノレ):森で猪と戦

い、新年の祝いのために、その頭を持ってきた。

21 23r・23v A b 妻に虐げられている夫の独自

22 23v A b 
独身で、旅をしてしも男の歌:彼はどこに行っても、乙

女たちに愛される。彼は歌い、パグパイプを吹く。

23 23v・24r A b 鳥が歌う。信じられる友人はまれである。 [5] 

24 24r・24v A b 
悔い改めよ、そして人を傷つけるな。 [3J; BL. Add. MS. 5565; BL. MS. 

Egerton 3307 

25 24v・25r A b 
二位一体、天地創造、聖餐の奇跡などを疑問視する

ことは間違いである。
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26 25r・25v A b 聖母マリア賛美、マリアの共苦、マリアの名前賛美 [1] 

27 25v A b 聖母マリア賛美

28 26r A b 受胎告知 [5] 

29 26r・26v A b 人生のあらゆる場面で、目を開けてしっかり見なさい。

30 26v・27r A b どんな場合(人)でもお金は必要。

31 27r-27v A b 受胎告知 [5]; Hunterian MS.83 

32 27'r A b 神に感謝しよう。

キリスト受難(聖母マリアと、十字架上のキリストとの会 [1];[5]; Huntington Libr.，αrかtmas

33 27'r-27'v A b 
話) ca.rり必'Sneweley Inprynted ; BL. Add. 

MS. 31042; National Libr. of 

Scotland， MS. Advocates 18.7.21 

34 27'v・2Sr A b キリスト降誕

35 28r・28v A b いつでも信心深くあれ。

36 28v・29r A b 悪い舌を持つ男は、どこでも、悪し、ことを言う。

37 29r・29v A b キリスト降誕、受難

猪の頭のキャロル:この集まりの最初は、あなたは猪の

38 29v A b 頭を嫌うかもしれない。歌いなさい、そうしないのなら

去りなさい。

39 29v・30r A b 妻に毘にかけられ、その畏から抜けられない男。

40 30r・30v A b 
Holly and Ivy Carol:擬人化されたひいらぎとったが、

どちらがより偉大か言い争う。

41 30v・31r A b どのような場合でも悔い改めよ。 [1] 

42 31r A b 受胎告知、キリスト降誕、受難、復活

43 31v-32v A b 
キリスト公現:3人の王が幼子キリストに会いに行く途 [1]; [4]; BL.MS. Harley 541 
中、へロデに会うが、帰り道は違う道を通った。

制 32v-33r A b キリスト降龍、公現 [3J; BL. Add. MS. 5665 
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45 33r・33v A b 聖母マリア賛美

46 34r・34v A b 聖母マリアの子守唄 [1] 

47 34v A b 
夫婦の争い:年老いた男のひげを、妻がつかみ、夫は

涙を流す。

48 34v・35v A，B b カンタペリーの聖トマス BL. Add. MS. 25478 

49 35v A b 
キリスト降誕 [2]; [5]; Cambridge Uni. MS. Ee 

1.12 
50 35v.・38r A b ワイン賛美 [5] 

51 38r・38v A b 聖母マリアお潔めの祝日

52 38v-39r A b 
いつでも、死の恐怖が私を悩ませる。 [ 5 J; Huntington Libr.， ChIi注tmas

ca.roles ne開 'leyInprynted 

53 39v A 
福音書記者聖ヨハネ [2J;[5J; BL. Harley 4294; BL. Add. 

a 
MS.5665 

54 40r A a 福音書記者聖ヨハネ

55 40v-41r A a 福音書記者聖ヨハネ(ラテン語。楽譜付き)。

(楽譜) 41v A b No.65用楽譜

弱 41v-42r A，B b 
肉、卵、バターなど、何もいらない。エー/レをもってこ BL. MS. Harley 541 
し、。

57 42v-43v A b 女性風刺:妻が失より優位に立っている家がある。

女性風刺:いらくさが冬に蓄積を咲かせるような、不可 [5J; BL. MS. IB55242 
58 43v-45r A b 能な事が起こった時、初めて女を信用できる(女はそ

れほど信用できなしサ。

59 45r-45v A b 
聖母マリアの5つの歓び:受胎告知、キリスト降誕、受 [4J;[5J 
難、復活、最後の審判

キリスト降誕(And1 were a mayd， etc.品、う歌のメロ

60 45v-47v A b ディで歌う、という覚書きあり):降誕、キリストの行った

奇跡、受難。
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61 47v-48r A b 
キリスト降誕(Nowmust 1 syng， etc.とし、う歌のメロディ
で歌う、という覚書きあり)

62 48r・49r A b いつでも、死の恐怖が私を悩ませる。

63 49r・SOv A b 連祷:キリスト、聖母マリア、天使、聖人への祈り 衰の見方 5参照。

64 SOv・Slr B 
どこに行っても、悪い舌(を持つ人)は、悪口を言う(パ

a 
ーデンのみ楽譜付)。

65 Slv・S2r B c 受胎告知 [5]; Yale Univ. Libr. MS.365 

66 S2r・S3v B 
エーノレ(酒)に気をつけろ:エールは人を、道端で眠ら

C 
せたり、争いのもとになったり、妻を殴らせたりする。

67 S2v・S3r B c キリスト降誕

68 S3r-S3v B c キリスト降誕

69 S3v・54r B c ひいらぎ費美

70 S4r B c った賛美

71 S4v・SSr B a 女性風刺:夫を持つ女たちの狭滑さ。 [5] 

女性賛美(風刺に使われた可能性あり):女性は決し [5] 
72 SSv・S6r B a 

て裏切らず、慎み深く、お酒も飲まない。

73 S6v.・S7r B 
女性風刺:慎み深く、賢い女たちもいるが、狭賢く、野 [5]; Lambeth Palace MS. 306 

a 
蛮で、愚かな女たちもいる。

74 S7v-S9v B 
友との集い(女が語る、仲間と飲む楽しみ):女たちが [5]; BL. MS. Cotton Titus A， BL. 

a 
道で出会い、居酒屋でワインを飲む。 MS. Cotton Vitellius 0 

75 60r B 
羊飼いたちがパグパイプを吹いていると、天使たちが [5J; (トマス・シヤ}プ所有の写本、

a 
現れ神の子の降誕を告げる。 1879年焼失)

76 60v・61r B a 社会風刺:悪がはびこり、美徳が損なわれている。 [5] 



図1 写本の体裁の比較
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図2 キャロルのヴァージョンどうしの比較

写本どうしを結ぶ線は詩の共有を示す。
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37 十五世紀イングランドのキャロル写本MS.Eng. poet. e.1に関する史料論的分析


